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大管長会メッセージ

救い主を生活の中心とする

大 管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

若 呪 弟姉妹の皆さん・私はこの7月 力旅
ると，全世界の人々に対するイエス ・キ

リス トの特別の証 入として召されて36年 にな

ります。私は今なおこの重い特別 な召 しにあ

ずかっています。主の教会の大管長会の任務

にある今 でもそれは変わ りあ りません。イエ

ス ・キ リス トの特別な証 人という責任には終

わ りがないからです。そこできょう私は皆 さ

んに，救い主イエス ・キ リス トを私たちの生

活の中心 とするというこ とについてお話 した

いと思います。

ペテロは信者たちに，滅びに至 らせ る異端

が現われるであろうと警告 しています。(IIペ

テ ロ2：1)そ れ から，最：もはなはだしい異

端 を具体的に強調す るためであるかの ように，

私たちを贈 って下 さった主 を否定する異端 さ

えも起 こるであろうと述べています。主なる

イエス ・キ リス トの贈いの神性 さを否定す る

こと，それは申す までもな く，キ リス ト教に

対する決定的な異端 です。私たち一 人一人が，

贈罪 という偉大なみ業によって私たちを願い，

買 い取 って下さった御父の生みた もっ独 り子

が事実 イエス ・キリス トであることを受け入

れない限 り， どんなに立派な行ないをしても，

そこに真実純粋なキリヌ、ト教は存在 し得ない

のです。

ヘ ンリー ・サ ックマンは，「歴史の中心はベ

ツレヘムの馬小屋にある」 と語っています。

キ リス トを真理の偉大 な指導者としなが ら，

その実在 を告げる人々の教 えを信 じようとし

ないのは， まった く矛盾す ることです。もし

キ リス トが御 自身の正体 を偽っておられた と

したら， どうして偉大 な徳高い指導者 とな り

得 たで しょうか。また，私 たちに復活 を約束

しなが ら，ゲ ッセマ ネ とカルバ リにおいて

成し遂 げられた嫡罪が不死不滅を可能にする

ものでなかった としたら， どっしてイエスは

偉大な徳高い指導者 となり得たでしょうか。

若人の皆さん，皆 さんは，ペテロが先見 し

たように，異端が激しさを増 し加 えている今の
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時代に生 きるように召されたのです。イエス

が単 なるひとりの道徳上の指導者 であると誤

った選択 をす る人々がます ます増 えてい ます。

実際イエスは最 も偉大な道徳の指導者で もあ

ったのですが，それでも単 なる道徳上の指導.

者 に過 ぎないと考 えることは，イエスをこの

人生で役 立つ指針や示唆 を与 えて下 さった方

としかみなしていないことにな ります。イエ

スが教 えて下 さったことは，、自分が一体何者

であり， また私た.ちの人生や個人の責任は何

なのかということも含めて，すべてが真実です。

ペテロはこう述べています。「もし'わたした

ちが， この世 の生活 でキ リス トにあって単な.

る望みをいだいているだけだ とすれば， わた

したちは，すべての人の中で最 もあわれむべ

き存在 となる。」(1コ リン ト15：19>・今 日の

世の中に絶望感や疎外感が広が っている理由

のひとつには，現世 にかかわ ることにだけ希

望 を抱いている人がいるとい うことをあげら

れるで しょう。イエスはその働 きを通 して，

私たちにすべての ものを与 えて下 さいました。

つ まり，蹟罪によって生命を与えて下 さった

ばか りでなく，現世 を幸福 に過 ごすために欠

くことのできない真理 と標準 と戒めを授けて

下 さったのです。イエスは最終的に，私たち

一人一入の責任 を明確 になさる御方です。イ

エス ・キ リス トの使命を，またイエス ・キリ

ス トが前世において.卓越 した存在であ られた

ことを理解 しさえす.るならば，私 たちは，全

人類のために全人類に代わってなされた救い

主のみ業を幾 らかでも感 じ取 ることができる

で しょう。

旧約時代の予言者たちは，イエス・キリス ト

について明確な知識を持 っていました。もし

このことについて これ まで疑問に思 ったこと

があれば，パウロのヘブル人へ告げた言葉 を読

んで下 さい。モーセは， キ リス トのゆ えに受

けるそしりを，エジプ トの宝にまさる富 と考

え，パ ロの宮廷での安楽な生活を捨てていま

す。(ヘ ブル11：26参 照)ま たヤコブは，神の

予言者たちはすべて， もちろん旧約時代の予
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私 たちの中には忠実でなく，先祖

の足跡か ら離れている入がいるかも

知れない。しか し，末 日聖徒に関す

る限り，大多数の人々は先祖の信仰

に心を背けることはしないであろう。

ジョセブ ・フィールディング ・

ス ミス大管長

言者 も含めて， キ リス トを信 じ，キ リス トの

み名によって御父 を礼拝 していた と断言 して

います。「私たちがこのいくつかの言葉 をこの

版にのせ るのは，私たちがもうすでにキ リス

トのこ とを知っていることと， またキ リス ト

が降臨したもう何百年 も前に私たちばか りで

な く私 たちよりも先に出たすべ ての聖い予言

者 たち もまた，すでにキリス トの栄光 を待 ち

望んでいたことを兄弟 たち と子孫たちに知 ら

せ るためである。

ごらん，この聖 い予言者たちはキリス トを

信 じ，その御名によって御父 を礼 拝 した。」

(ヤ コブ4：4-5)



ゲッセマネ での事の経過 をまった く知 らな

いで，カルバ リでの出来事を理解す るこ とは

で きません。同様に，ベ ツレヘムでの誕生 と

空の墓が意味す るもの，すなわちイ土ス ・キ

リス トの復活 とは，切 り離 して考 えることは

できません。主なるキリス トの使命 もまた，

エルサ レムの囲いにいない他の羊である西半

球 で主が なされたみ業 を理解 しない限り，完

全に理解す ることはできないでしょう。(ヨ ハ

ネ10：16;IIIニ ーファイ15：17，21-24参 照)

私 たちはイエス ・キ リス トの教 えとみ業に対

する理解 を深めれば深めるほ ど，少な くとも

キリス トを復活 した神の御子 として敬わない

ことが どんなに不合理なことかわかるはずで

す。

イエス ・キ リス トの御 自身についてのメッ

セー ジは，人類に と.って何 よりも重要で基本

的な ものです。そのためにメッセージは，過

去においてきわめて平明に保たれて きました

し，今後 もそうでなければな りません。同 じ

よ うに，救 い主，ナザレのイエスの弟子であ

る私たちすべての者が，行ないと言葉によっ

て自らが真の信者であることを証明できるよ

うな生活 をす るこ とも必要です。

パウロは，テ トスへの手紙の中で，次のよ

うに説いています。「あなた自身 を良いわざの

模範 として示 し，人 を教える場合には，清廉

と謹厳とをもってし，非難のない健全な言葉

を用いなさい。そうすれば，反対者 も，わた

したちについてなんの悪 口も言えな くな り，

自ら恥 じいるであろう。」(テ トス2：7-8)

若 い皆 さんが善い行 ないの模範 を示 し， と

がめ を受けるような原因をつ くらないこ とは，

とて も大切 なことです。 とは言って も，主な

る救い主に従う多くの入々が，誤解や虚偽の証

言によつて苦 しみを味わっていることも事実

です。またこれからもそのよ うなことはある

で しょう。

はじめに私は，私が十二使徒に召 されてか

ら36年 になろうとしているこ とにつ いてお話

しました。十二使徒 に召 された当時，私が特

別の尊敬 と愛 を抱いていた教会幹部のひとり

に，ステ ィーブン ・L・ リチャーズ副管長が

いました。36年 を経た今でもその気持ちに変

わ りはあ りませ ん。 リチャーズ副管長は数 多

くの重要な事柄 をお話 しになっていますが，

その中のひ とつに，救い主の真の弟子 とはど

ういうことかについて述べ た話があ ります。

リチャーズ副管長はこの ように語っています。

「兄弟姉妹の皆さん
， この件に関 してきわめ

て月並みな答 え方で しかないかもしれないが，

私は，私たちの生活において最 も自己の能力

を試 され，感動的で しか も重要 なことは，戒

めを守ることであると確信 している。戒めを

守 ることによって，私たちの人格のあ らゆる

面が吟味される。それは同時に，私たちの知

性，知識 人格，知 恵を表示す ることでもあ

る。」

若 い兄弟姉妹の皆さんにとって，「救い主の

戒め を守 りなさい」 とただ繰 り返 し言われる

と， ああまたか と思 うようなことがあるか も

知れ ません。 しか し， リチャーズ副管長 も語

っているように，戒めを守ることは私たちの

生活の中で最 も試される，感動的で，大切な

ことなのです。私は皆さんに，真にキ リス ト

教徒 らしい振 る舞いをす るこ とによってのみ

人の幸福 と安全が もた らされるこ とを申し上

げたいと思います。

50年 以上 も前に， ジョセブ ・フィ、一ルディ

ング ・ス ミス大管長は，昔の教会貝は忠実だ

ったが，次代 を担 う若人たちは次第に教会の

標準か ら離れつつあると一部 の人が指摘する

の を耳に し，1925年 に 次の ように語 っていま

す。「私は皆 さんに，そのような見方は正 しく

ないことを証 申し上 げる。 もちろん私たちの

中には忠実でな く，先祖の足跡か ら離れてい

る人がいるか も知れない。しか し，末 日聖徒

に関す る限 り，大 多数の入々は先祖の信仰に

心 を背けることは しないであろう。」

私 も，教会の若人たちに対 してス ミス大管

長 と同 じ確信 を抱いています。ある人々は誘

惑に屈し，勇気を くじかれていますが，大 多
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数の若人たちは， この誘惑の多い多難な時代

にあってさえ，先祖の信仰か ら離れるこ とは

ないと，私は確信 しています。 そこで， これ .

か ら皆 さん.に私の心か らの助言 を簡単に申し

上げ ましょう。

現代ほ まさに戦争 と革命の渦巻 く時代 です。

しか しそれで も，ブ リガム ・ヤ ング大管長の

言葉にあるように，世界は将来，福音の伝道

と神権の権能によって大 き く変わるでしょう。

私たちはその業 を進め るために召されている

のです。男女 を問わず，私たちが皆主の戒め

を守 ることは， たとえそれが 目に留 まるよう

な華々しいものでないとして も，世 の中にお

ける最も画期的な進歩です。あ りとあらゆる

事変が渦巻 く時代の流れの中にあって，時々，

自分が取 るに足 りない小さな存在であるよう

に思 うことがあっても，落胆 してはな りませ

ん。 フィ リップス ・ブル ックス(米 国の監督

教会の監督，1835-1893)は ， 「偉大さ という

ものは，生活がどれほど裕福か とい うことで

はな くどのような生活 を送 っているかに表わ

れる」 と述べています。・貧しい生活 を送って

いる人であっても，偉大 さをその人に見つけ

ることができます。皆 さん方一 人一人の生活1

は どこまでも大切だ とい うことを忘 れないで

下 さい。 自分の生活 を通 して周囲に影響 を及

ぼす範囲がた とえどんなに小 さく思われても，

皆さんは自分の生活の質 を偉大にす ることが

できるはずです。そうした質の高い生活 をし

ている限 り，親切や奉仕の業 を行な う機会は，

皆.さんが思っているよりもはるかに 多くある

でしょう。私は皆 さんにそのことを約束 しま

す。私たちのまわ りには，常に，今私たちが

している以上に行なわなければならない仕事

があ ります。この準備の時にあって，キ リス

ト教徒の生活に.ふさわ しい真理や知識，技術

を集めるために，皆 さんが最善を尽 くす こと

が大切です。これまでに知識 として身につけ

て きたこ とを生かして下 さい。フィリップス・

ブルックスは，「世界が彫像で埋め尽 くされる

以前か ら，山々には大理石があふれている」

4

(五舵勉勧紹 侃4五 舵 「文学 と人生」〉と語っ

ています。これはつ まり，主が皆さんの心に

主御 自身の像 を刻め るよ うに，基 とな.る良い

特性 を皆 さんの中に積 んでおかなければな ら

ないとい うこ とです。そこで，皆さんの持っ

ている才能 を生か していただきたいと思 いま

す。 また， 自分のまわ りにある奉仕の機会を

利用 して下 さい。この勉学の機会を生か し，

小麦 ともみが らをふ るい分けるように，すべ

てのことを選 んで用 いるようにして下さい。

皆さんがより多 くの人類家族 のために効果的

な働 きが できるように 自分 自身 を備 えたい と

思 うのであれば，まず人間の世界の小さな単

位である皆 さん 自身の家族の中で役に立つ働

きが できるようになる必要があります。教会.

の指導者が家族制度の重要性 を説 き続け る一

方で，その反対の考 えを持つ 人々が大勢いて

も驚 くには及びません。

すべてのことが今す ぐ理解できず，信仰に

よって受け入れなければならないことがあっ

た として も驚 くことはあ りません。不明瞭な

ことが明 らか とな り，今 は困難なことが楽 し

み となる 日を待 ち望むこ とができるか らです。

皆さんの生活や信 じていることをすべて間違

っている と馬鹿にす る人が時々いたとしても，

頭 を悩 ます必要はあ りません。彼 らは 口先で

はあざけって も，心 の奥底では，皆 さんの信

じていることが まったく正 しい ことに恐れ を

抱いているのです。皆 さんの年代の若人たち

ほ どパウロのこの言葉の大切 さを信 じ，理解

す る必要 のあ る人はいないで しょう・。パウロ

は，このように勧告 しています。「わたしたち

は， 四方か ら患難 を受けても窮 しない。途方

に くれて も行 き詰 まらない。

迫害に会 っても見捨て られない。倒 されて

も滅びない。」(IIコ リン ト4：8-9)

また，私たちは 自分だけではで決 して完全

になれないことも覚 えておいて下 さい。なぜ

なら，パウロが同 じコ リン トの聖徒 たちへの

手紙の中で述べているように，「わたしたちの

こうした力は，神か らきている」(IIコ リント



世界は将来，福音の伝道と神権の

権能によって大さく変わるであろう。

ブ リガム ・ヤ ング大管長

3：5)か らです。

皆 さん方の多くは将来，前に もお話 したよ

うに，モーセ と同 じような選択 を求め られる

立場 に立つで しょう。パウロの言葉 を読んで

み ましょう。「.モーセは，……パ ロの娘の子 と

言われることを拒み，罪のはかない歓楽にふ

け るよ りは，む しろ神の民と共に虐待 される

ことを選び，……」(ヘ ブル11：24-25)

パ ウ ロが，救 い主に従 う人々に対 して，「善

にさとく，悪には，うとくあってほ しい」〈ロ

ーマ16：19)と 説 いていることは，皆 さんに

も容易に理解できるでしょう。罪の罠に陥ら

ないようにす るには，私たちが罪に対 してあ

やふやな態度 をとらず，断固とした態度 をと

るようにすれば容易にで きることがわか ると

思います。

時満ちたる神権時代 に住んでいる皆 さんは，

諸々の奇跡 を目にし，また数多 くの試練を受

けるで しょう。今 日，私たちは予言者，聖見

者，啓示 を受け る者 として皆 さんの支持をい

ただいていますが，昨年の春，私たちは，「異

邦人が，福音に よりキリス ト・イエスにあっ

て，わたしたちと共に神の国をつ ぐ者とな り，

……共に約束にあずかる者 となる」(エ ペソ3

：6>と い う啓示が現実の もの となった時に，

初期の教会幹部の兄弟たちが感 じたと同じ気

持ちを改めて強 く感 じました。それは，パウ

ロが言ってい るよ うに，「い まは，御霊によ

って彼の聖なる使徒 たち と預言者たちとに啓

示 されているが，前の時代には，人の子 らに

対 して，そのように知 らされてはいなかった」

(エペ ソ3：5)こ とです。

実に光栄ある経験でした。主ははっき りと，

すべ てのふさわ しい男女は，住んでいる場所

を問わず，完全な福音の祝福 を継 ぐ者 とな り，

共にその祝福にあずか る者 となるこ とので き

る時が来たことを示 して下 さったのです。救

い主の特別 な証人として，私は皆 さんに，こ

のことを知 っていただきたいと思います。私

はこれまで神殿の上階の部屋 を数え切れない

ほど訪れ ましたが，訪れ る度に，救 い主 と天

父を本当に身近に感 じて きました。これか ら

もそのよう.な経験 を続けていきたい と思いま

す。、主 は実に明確 に，私のなすべ きことを示

して下さいました。世 の入々に そうした事柄

を理解す るよ うに望むのは無理です。なぜな

ら，彼 らはす ぐに，啓示が下 される神聖な過

程を割 り引いて受 け取ったり，何か と理由を

つけたりするのが常だか らです。

さて，兄弟姉妹の皆さん，最後に，冒頭で

も述べたように，救 い主の特別な証人 として

の務め を果た して終 わりとしたい と思います。

私の救い主に対する証は，主は実に生きたも

うということです6こ れは私の一貫 して変 わ

.らぬ証です。このこ とをイエス ・キ リス トの

み名によって心か ら証 いたします。アーメン。

5



「ハ ン ク ス君
，

あ な た は イ エ スr・キ リス トを

信 じて い ます か 」

七十 人 第 一定 員会 会 長

マ リ：オ ン ・D・ ハ ンク ス

私 がこれか ら編 す るクリスマスの謡 ま・
ずっと昔ある夏の盛 りに海軍訓練セ ンタ

ーで起ったことです
。

部屋の向い側 に座 っている人の制服には，

た くさんのそで章 が付いていて，それは とり

も直さず，彼が長い間，数々の功績 をたてて

きたことを物語 っています。私 の方はまだ基

礎訓練を受けている一介の見習い水夫で した。

それにもかかわらず，ハ ミル トン海軍中佐は

私を ドアのところまで丁重に出迎えて くれま

した，そ して私に 「ハン クス君」 と親 しみの

ある言葉で呼びかけ，や さしく椅子 に腰かけ

るように言われました。私たちは上下の関係

を忘れて，対等に親 しく語 り合 うこ とができ

ました。

ハ ミル トン中佐は，この大きな訓練センタ
ーの従軍牧師長 をしでい ましたが

，私が従軍

牧師になる可能性があるか どうかについて話

し合 うために私 を呼んだので した。私は，伝

道に行 くために大学を休学 し， まだ学位 を修

めていないので，海軍 で定められた従軍牧師

になる資格はない，と手短かに話をしました。

す ると中佐は，他の条件 さえ満足すれば，その

ことは免除するよう力添 えできると答えまし

た。

ハ ミル トン中佐は.背 が高 く見 るか らに頑

強そ うな人で，私はす ぐに彼 を尊敬 し，敬愛

する気持 ちにな りました。中佐は，戦争中，

航空母艦 ヨー クタウンが撃沈 された時の生存

者のひ とりで，救出されるまで何時間も海中

に閉 じ込められていたそ うです。そのような

人が，基地 にいる末 日聖徒の集会 を訪れ，私

を推薦しようと考えて下さっていることだけ

で も有 り難 く思 い，かえって謙遜になりました。

「ハ ンクス君，.従軍牧師 として推薦する前
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に尋ねたいことがあ ります。あなたの教会で

経験 したことを少 し話 して下 さい。従軍牧師

として主 を代表するにふ さわしい人であると

推薦す る上で，参考 になると思 う事柄につい

て話 して下 さい。」

私はこれまでずっ と教会の若い男性 と一緒

に経験 してきたこと，そ してそれが私の成長

に どれだけ役 立って きたかにつ いて話 し始

め ました。若.い頃，初めて教会の活動に参加

したことや2分 半の話，執事，教師，祭司，

長老，七十人 として奉仕 したこと，スカウ ト

活動，セ ミナ リニ， インスティテユー ト， 日

曜学校の教師，指導者 として働いたこと， そ

して伝道 などについて話 をしました。

私が話 している と，中佐は最初の うちは礼

義正 しく親切 に，そして興味深 く私の話に耳

を傾けて くれていたのですが，次第にいらい

らした態度を とり始め，興味 を失 っていった

のです。 これは特に，一対一で話 をす る時に

陥 りがちな弊害ですが，私 自身中佐の心の思

いを察せずに一方的にしゃべ りま くっていた

のでした。私は少し不安 になってきました。

そこで，私は一生懸命に，教会 では若人が神

の僕 となれるようにその特質を伸ばす機会が

折に触れて与えられるよ うになっています と

説明 しましか。

しばら くして中佐の態度が一変 したか と思

っと，突然彼は私の話 を中断 して不愛想にこ

う言ったのです。「ところでハンクス君，あな

たはイエス ・キ リス トを信 じていますか。」

「はい，閣下。 もちろんです。私が信 じて

いることはすべてイエス ・キ リズ トに結び付

いています。私の信仰，生活はすべてイエス・

キリス トが私たちの救い主であることが 中心

となっ.ています。私の所属 している教会は，

このキリス トの上に建 てられた教会であ り，

生けるキ リス トを頭 としている教会です。そ し

て，実際にキリス トの名前で呼ばれています。」

中佐は時計 を見ながら言いました。「そうで

すか。あなたはこれ まで7分 間 も話 しました、

が，一言 もそれについて言いませんでした。」

私はその時，二度 と同 じ失敗 を繰 り返すま

い と， そう心に誓ったのです。



失 くして得 た宝物

キ ム ・R・ バ ー ニ ン ガ ム

ク リスマスまであと1ヵ 月・妻の両親に貝曽
る最高の贈 り物 もこれ まで，何週間 も居

間 を占有 してきたが，そろそろ完成である。

スーザンの父親は背中が悪 く，そのために

キングサイズよ り大きいベ ッ ドを特別にあつ

らえ，半分 を父親用に硬 く，半分 を母親用 に

柔らか くしていた。寝室 をすっか り占領する

ほどの大 きなベ ッドにはひ とつの問題があっ

た。母親のエレインは， そのことでよくぐち

をこぼ していたげ「家にあるベ ッドカバー じゃ，

どれも小さすぎるの。いつ も長 さが足 りない

か，片側 にず り落ちるか しているので見苦 し
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いったら，あ りゃしない。あのベ ッドに合 う

大きさのはないものか しらねえ。」

そこでこの10月 ，スーザンはそれに合 うよ

うな大 きなベ ッドカバー を作 ろうと決心 した

のだった。

彼女が何度 も町に足を運んで， ようや くみ

つけたのは，寝室にぴった りくる温かいピン

ク色をした，楽 しい花柄のプ リント地 だった。

ワー ド部の友達が大 きな キルテ ィグ用 の枠

を喜んで貸 して くれた。枠 を組み立て，画鋲

で留め ると，居間はほ とん どいっぱいになっ

た。そこでピア ノを廊下に出し，家具 を.空い

ている場所に全部移動 した。ホームティーチ

ャーが来た時には，台所で話 をしたほどであ.

る。.，

こっしてスーザ ンは自分 の余暇 をすべてベ

ッドカバー作 りに注いだのだった。初めての

ことでもあった し，夜は遅 くまでキルテ ィン

グに没頭することもしば しばであった。よ う

や くベ ッドのそばに来て，ふた りで手 を組ん

で祈 ろうとす ると，スーザ ンの指先が針を突

いたあとです りむけているのである。 ともか

く，ゆっ くりではあるがふ た.つの枠が近づい

ているのを見 るたびに，仕事がはかどってい

るこ とがわかった。

このベ ッ ドカバーの ことを隠してお くのが

またひ と苦労である。枠 を組んでいる時には

スーザンの両親は私 たちの家に立入 り禁止に

していた。それでも時々困ったことが起 きる。

ある寒い日，母のエレインがちょっとした使

いで家へや ってきた。スーザンは不在で，私

が玄関に出た。彼女は どうしても家に入れよ

うとしない私はさぞか し奇妙 な息子 と思 った

に違いない。私が玄関で品物 を受 け取 り，い

ちいち中に運んでいき， レかもそのたびに ド

アを閉めるものだか ら，義母 はとうとう合点

がゆかない様子で帰って行って しまった。
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枠組 をはず した夜， スーザ ンは仕事 を成 し

遂げた誇 りと感激で涙 を押 さえるこ とができ

なかった。「早 く母の喜ぶ顔が見たいわ」と叫

んでいた。

しか しその夜 の喜びは， クリスマスを前に

して一瞬に悲 しみ.の涙 と化 してしまったので

ある。

翌朝，私が学校に出かけた後 スーザンはほ

とんど出来上ったベ ッ ドカバー を汚さない よ

うにビニ藁ル袋に入れて，改造中の部屋に隠

すこ とに した。部屋の戸棚はまだ作 りかけで，

その 日も大工さんが仕事にやってきた。とこ

ろが彼はその大 きなビニールの包みを邪魔 に

なる と思って， ガレージに移 して しまったの

である。

.私が悪か ったのだと思 う
。その晩はちょう

どゴ ミを出す 日だったので，私はゴ ミバケツ

を外に出し，各部屋の紙 くずを移 して，そ し

て最：後にビニール袋のゴ ミをあけた。

次の 日，私が帰宅するとスーザ ンは赤 く泣

きはらした ような目で私 を迎＼えた。そ して戸

棚 のまわ りを片付け ものをしながら私 を見上

げて， 「きょう，大変なことが起 こったの」と

低 い声でつぶやいた。

み るみ るうちに涙が頬 を伝って流れ 出した。

私 は泣 き続けるスーザ ンを両腕にしっか り抱

いた。 しば らくして彼女は口を開いて言った。

「あのベッドカバーをゴミに出 したらしいの
。」

あのベ ッ ドカバーが ゴ ミに!ス ーザ ンは涙

なが らに， ちょうど昼頃， カバーが失 くなっ

ていることに気づ いたと話 して くれた。私が

研修で出ていて連絡がつか ないので，母親 を

呼び，ベ ッ ドカバーのことやそれ を作 るため

に何週間 もかけたこと，そしてそれをゴミに

出してしまったことなどについて話 したらし

い。それか ら妻は母親 と2歳 の息子 まで動員

して， ゴミ捨て場へ行 き，ベ ッドカバー を捜



したのである。

3人 はゴミの山をひ とつずつか きわけ，歩

きまわった。すでに大 きな機械で土 をかぶせ

ているゴミ山もあった。ビニール袋はたくさ

んあったが， ピンク色の， しか も花柄のべ ッ

・ドカバーが入った袋 はどこに もなかった。

「ゴ ミを持って行かれたのはいつでしたか」

と，係翼が聞いて きた。

「け さ早 くでした
。」

「それじゃ
，おそら くもう土の下になって

いると思い ます よ。 申しわけあ りませ んが，

私 たち もそ うそうためて置 くこともで きませ

んので。」

「そ うですか
。どう.もあ りが とうございま

した。」

私には妻を慰め る言葉がなかった。これほ

どの クリスマスプレゼ ン トはない と思 ってい

たものが今は ゴミの山の中である。あ と2，

3日 もすれば，大声をあげて喜び合 うことも

できたのに。

しか し今か らや り直す時間 もない。 とても

ひとりでできることではない。

ところが この話はまたた く間に近所に知れ

わたった。そ して人々の口を伝わって教会員

の耳に も入ったのであろ う。す ぐに扶助協会

の会長が家 を訪ねて下さった。

「みんなでお手伝い しようとい うことにな

りました。ご遠慮 は無用 です わ。生地 をご用

意 して下 されば，私たちが交替でお助けしま

す。」

スーザ ンは同 じピンクの生地を捜 したが，

見つからなか った。その代 りに， キルティン

グに うってつけ の格 子柄 に小 さい赤い.いち

ごが散 らしている白いプ リン ト地 を見つけて

きた。私たちが枠 を組み立て ると，女性たち

が手伝いにやってきた。それ も大挙 してである。

朝，私が学校へ出かける時には もう人が来

て，針 を動かしていた。学校か ら帰ると，4

交 替がすでに終っていた。ベ ッ ドカバーはみ

るみるうちに出来上がっていった。

なかにはスーザ ンが驚 くような速さで縫 う

人 もいれば，遅い人もいた。し傘 しどの人 も

丁寧に仕事 をした。休みの合間に家に飛んで

帰 って食事 の仕度 をして， また戻って一 日中

手伝って くれ る人々 もいた。にぎやかに語 り

あい，笑いながら仕事 をした。私たちはこの

ワ「 ド部に来てまだ 日も浅かったが，この作

業 を通 して馴染みの薄かった人と知 り合いに

なり，親 しく語 ることができるようになった。

ほんの数 日のうちに，彼女たちは来た時と

同 じようにして帰って行 った。 まるで軍隊が

進軍し，勝利を収 めて帰還 したようである。

こうしてスーザ ンは2枚 目の美 しいベ ッ ドカ

バー を手に したのだった。かすかに残 る血の

跡が，我家 を吹 き抜けて行ったあの善意の力

を物語っていた。

スーザ ンの両親 にはまさしくびっ.くりする

プレゼン トであった。彼 らは最初のベ ッドカ

バーが どうなったかよ く知 ってお り，残 され

た数 日あ うちにベ ッ ドカバー をもう一枚作る

こ とが不可能であるこ とも十分承知 していた。

私 たちははや る心でキルティングしたベ ッ ド

カバー を小さい箱に詰め込み， きれいに包装

した。両親に も想像がつ くはずがない。

案の定，義母のエレインは クリスマスの朝

に箱を開いて， 白地にいちごが散 らしたベ ッ

ドカバーを見た時，思わず泣 き出 した。スー

ザ ンも泣いた。そ してその場 にいた者全員が

泣いたのである。

あの忘れ ることので き.ない クリスマスの 日

か らすでに6年 が過 ぎた。そ して今でもあの

ベ ッドカバー はこれまで私たちがあげた，い

や貰 った中で最高のクリスマスプレゼン トだ

ったと思 っている。
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対応する新旧両世界

布 地のプ リン ト技術 立像・ ピラ ミッド・
車輪付 きお もちゃ，義歯 などは，新旧両世

界に存在 し， とても何の相関関係 もない とは

考え られない 「驚 くべ き類似性」を持づ幾つ

かの例である。 ボス トン，ペ ン トリーカレッ

ジの ノーマ ン・トットン博士 は最近ブ リガム・

ヤング大学 で非常に興味ある発表 をした。彼

の講演は末 日聖徒に特別の関心 を生み， コロ

ンブス以前に旧世界か ら新世界へ，航海がな

されていたことの裏付け となるものであった。

彼の説明によると， クレタ島 とテキ・サス州

で発見された船 の絵はほ とんど同 じ型をして

いて， しか もコロンブスがアメリカを発見 し

た時の ヨーロッパ型の船 とはまるで違ってい

るのである。また，双方の海でス クリューの

原理が応用 されていた。女入像には，かつて

パナマのサ ンブラス島や ネパールで発見され

た頭巾や鼻輪，硬貨の首飾 りと非常 によく似

たの もが見られると言っ。さらにニュー ・メ

キシコ州アルブケル クの南方にある 「ロス ・

ルナス」の銘文 は，ヘブライ語 ともフェニキ

ア語 とも読み取 れる。

トッ トン博士は，例 えば， リビアのバーバ

ル語 と北米ズーニー族 との間には50パ ーセン

トの相関性がある といった，アメ リカインデ

ィアンの言語 に見られる地中海民族の言語的

影響を指摘 したバ リー ・フェル博士の研究 も

紹介 した。 またカルタゴとイベ リアの文字が 、

バーモン ト州の石に刻 まれていた り，同 じバ

ー モン ト州ではアイルラン ドのオガム文字が

発見されている。 また トットン博士 は中国と
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エ ジプ トの古書に独得の碁盤様式 を発見 した

が，それはポル トガルと合衆国のアー カンソ

ー州にもあ り
， どれ も同 じく 「農地」 を意味

していると言っ。

通貨の歴史を調べてみて も， コロンブスの

航海以前に海を渡った人々が吟たことがわか

るらしい。女神アテナの顔や怪物 スキュラに

至るまで細か く刻 まれたギリシャの硬貨が，

アー カンソー州の2カ 所 で発見 された。紀元

65年 と推定 される第一次ユダヤ戦争の銀貨が

テネシー州で， また紀元135年 頃 の第二次ユ

ダヤ戦争の銀貨がケ≧タッキー州の4カ 所で

発見されている。

古代に大洋航海が行なわれていた とい っこ

れほ ど多 くの証拠があ りなが ら，それで もな

ぜア メリカの歴史は コロンブスか ら始 まる と

教 えられてい るのだ ろ うか。 トットン博士

は， ジュ リア ス ・シーザーの軍隊がアレクサ

ン ドリアやカルタゴな どにある大図書館 を焼

打ちした時，航海や文化に関する資料 もほ と

ん ど焼失 したのだ と述べている。当時フェニ

キア人や他の船乗 りたちは，経済の利権 を確

保するために貿易風や海流について公表 しな

か ったのである。 トッ トン博士はこう述べて

いる。「コロンブスが どれだけのことを知って

いたか，私 たちに知 るすべ もあ りませんが，

当時の教養 ある人の大半が，地球が丸い とい

うことを知 っていた というのはかな り確かな

こ ととされています。そのほかにもた くさん

のことを知っていたと思いますが， まだ私た

ちには明らか になっていません。」



会員伝道を行なうには

エ ンサィ ン編集副主幹

マー ビン」K・ ガー ドナー

子 供はまだ小さいし淀 年まで30年以上も
あ るけれど，あなたは伝道に出たい と思

ったことはないだろうか。

また，専任宣教師として働いた経験がないこ

とか ら，伝道活動 に負い目を感 じたことはな

いだろ うか。

あるいは，だれかに福音について話す こと

など思 いもよらないこ とであ り，伝道につい

て考えるだけで も怖い(あ るいは，飽 き飽き

している〉 と感 じているこ とはないだろうか。

そんな人は， まず次の質問に答 えてみてい

ただきたい。今 まで考 えつかなか ったような

アイデ ィアが得 られるか もしれない。 また，

思ったよりずっと上手に伝道 している自分 を

改めで発見することができるか もしれない。

1.私 たちは新 し.く近所に引っ越 してきた

人 を歓迎 しているだろうか。そして，教

会に関心の有る無 しを問わず，友人とな

って親 しく交わっているだろ うか。

2.隣 人が私たちの家，服装，部屋，車な

どを見た時，清潔さや整理整頓，美 しさ

の高い標準を保 っていると感 じるだ ろう

か。

3・.私 たちは近所の人々と互いに助け合 う

ほど親 しくなっているだろうか。

4.家 族や教会 の活動に，教会外の隣人を

招 いているだろうか。

5， うわさ話や下品な話，不作法な言葉遣

いを慎 んでいるだろ うか。

6。 隣人のために何か特別なよいことをし

ているだろ っか。

7.喫 煙や飲酒 をす る人に対 して，さげす

むよ うな態度 をとることはないだろうか。

8.コ ー ヒー を勧め られた時に，丁寧に断

わ る方法を心得ている.だろうか。

9.教 会員でない友人や親戚に手紙・を出し

ているだろうか。

10.モ ル モン経や 「聖徒 の道」 を教会外の

友人に送 っているだろ うか。

11.伝 道 のため に貯金 をしているだろ うか。

子供たちは伝道資金 を貯める自分の口座

を持っているだろ うか.。

12.定 期 的に聖典 を勉強 しているだろうか。

13.福 音 を受け入れていない国々や人々の

ために祈っているだろうか。

14.正 直に仕事 をしているだろうか。

15.教 会 の宣教師基金に献金 しているだろ

うか。

16.人 種や文化に対する偏見があれば，そ

れ を克服す るよう努力 しているだろうか。
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ら常に伝道のこ とを心に留めるようにする

とい うことである。す なわち熱心に働 き，

祈 り，学び，貯金 し，健康 を保 ち，人に仕

え愛す るこ.とを学ぶ とい うことである。そ

して，子供たちに も同 じこ とをす るよ うに

教えるのである。

4.送 る……伝道資金 を援助 したり，モルモ

ン経や 『聖徒の道』を贈った りして伝道 を

支援す る。

宣教 師基金に献金す る，モルモ ン経 を贈

る，「聖徒の道」をプレゼ ン トす る， そのよ

うにすれば，家にいながら活発に伝道活動

に参加す ることができる。

5.奉 仕 ……非教会員である友入や家族をフレ

ンドシッピングし，会員宣教師として奉仕する。

最初の4つ の義務は， 日常生活にほとんど

支障をきたすことはない。 この5番 目の義務

を果たすには少 し余計に努力を必要 とするが，

それだけの価価はある。一緒に楽 しく過 ごし

て親 し くなった人々の中か ら，祈 りによって

ある人を選び出し，教会につ いてさらに詳 し

く学ぶために招待す るのである。

友情から兄弟愛を

ある 日， まだ教会貝でない家族がアイダ

ホ州ボイシのハ ワー ド家の近 くに引っ越 し

てきた。ハ ワー ド家のコレッ トとチャック

は早速，このウィルソン家 を訪問す ること

にした。実は， コレット自身近 くに親 しい

友人がほ しいと思っていたところだったか

らである。

ふた りはす ぐに友達 になることがで きた。

ウィルソン家のパム も友達が欲 しいと思っ

ていた ところで， コレ ットと知 り合えたこ

とを心か ら喜んだ。

話題が宗教の話 になった時，たまたまウ

ィル ソン家族は全員でパムの両親 の家を訪

問す る計画を立てていた。そこでコレット

は実家にいる間に家族 の歴 史を集め るよう

に勧 めてみ た。パム も快 くそれ に応 じて

みることに したのだった。それがきっかけ

となって，パムはコレットと一緒に一，二

度教会 に行 ってみた。パムはそれっきりで

教会には行かな くなったが， それでもふた

りはよい友達 として親 しく交わっていた。

そんなある 日，パムの父親が癌 にかか り，

パムは死後の世界につ いて真剣に考 えるよ

うになった。そんなパムの思い を察 したコ

レッ トは，す ぐに彼女 に電話 をした。.ふた

りは，死 とか，人間の霊が不滅であること

について話 し合った。パムの心の中に次第

に証が芽生えてきた。

その後何度か 日曜学校に集ってか ら，パ

ムは言った。「ね え，私，とて も大切 なもの

を得たような気がするの。」

「心の安 らぎみ たいなものじゃない?」 .

「ええ
，そうなの。」パムはうなずいた。

「今だった ら
，死 を素直に受け入れるこ と

ができそうだわ。」

こうしてパムは1979年2月 にバプテスマ

を受けた。これは， よい友達 を得たい， ま

た 自分 も良い友達 にな りたいと.心から願 っ

ている人がいたか らである。

もし私たちが隣 人や知人 と友達になって

友情 を深めることができるならば，福音を

分かち合 うこ とももっ と自然にできるはず

である。 たとえ彼 らが福音を受 け入れて く

れなかっ・たとして も，友情によってふた り

はいつまでも親 しく交わるこ とができる。

もし福音 を受け入れてバプテスマ を受ける

な らば，友情 よりもさらに強い福音に基づ

く兄弟愛の絆 を育てることができるであろう。
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月 曜 日の夜 ジム'バ ー トンは家族 と…緒

に家庭の夕べ を開いていた。歌 を歌い，

祈 り，いつ ものように父親が レッスンをした。

長老定員会の教師 をしているジムは， 自分

のことを結構良い教 師だ と自負 していた。 し

か し，レッスンが始 まる とす ぐに15歳 のジム・

ジュニアが額に手 をあてて，下 を向いて しま

った。岡 じ十代の ジェニーは，父親が聖 句を

もっひとつ読み始め ると，明 らかに落ち着か

ない様子 であった。小 さい子供たちは了供た

子供を信頼する

%怨.

麟

袴

ll鰯 麩

棚



ちで，「静かに座 っていなさい。そ うしないと

ベ ッ ドに連れて行 くからね」 と何度 も叱 られ

ている。

こうしてどうにかレッスンが終 わると，子

供たちはいっせ いに 自分のことを始める。残

るのはため息ばか りであった。

「子供たちはみんなどうした というんだ。

さっぱ りぼ くの話 を聴 こうとしないじゃない

か」 とジムが言 っ。

「そ うかもしれないけ ど……本 当はあなた

の話 し方に問題があるん じゃないか しら」 と

奥 さんが答える。.

「それはどういう意味だい
。ぼ くの教 え方

が悪い とでもい うのかい。」

「そうじゃないのよ
。子供たちはただ講義

がいや なの。特に，ジムやジェニーの年齢の

子はね。」

「じゃ
， どうすればいいんだい。」

「そ うね
，来週は何 もしないってい うのは

どう。」

「何だ って
，家庭の夕べ をしないってい う

のかい。」

「そ うじゃないわ。つ まり，あなたは何 も

しないで，子供 たちにや らせ るの よ。子供 た

ちに参加 させ るの。」

「そんなことした ら
， どんな家庭の夕べに

なると思 う。 まるでパーティーだ。」

「多分，初めの1，2回 はそ うで しょうけど，

その うち飽 きて くるわ。ねえ，一度そ うして

み ましょうよ。」

ジムはその ことでなかなか決心がつかなか

ったが，それでも最後には子供 たちにさせて

み ることになった。こうして次の週の月曜 日

は;バ ー トン家の家庭の夕べの転機 となった

のである。ジェニーが まとめ役 となってそれ

それの子供に何か をす るように割 り当て， ジ

ム ・ジュニアが家族全員でするゲームを考 え

た。

父親はその夜， とて も楽 しい一.時を過 ごし

た。そして，妻か ら後でジム ・ジュニアのこ

とを聞かされた時には，家族全員が参加 して

家庭の夕べ をす ることがどんなに大切 なのか

改めて知 ったのである。ジム ・ジュニアはこ

う言っていた。「ねえ，母さん，父さんがぼ く

らを信頼 しているって初めて感じたよ。」

家族全員が参加 して家庭の夕べ を開 くと，

どのような素晴らしい ことが起 こるだろうか。

各自が 自分のアイデ ィアや能力を生かすこ

とが できる。そのために，活動の範囲が広が

り深みが増す。

みんなが何か を行 ないなが ら学ぶこ とがで

きる。ケー キの作 り方 をただ聞いただけでは，

実際に粉 を上手に混ぜ ることはできないから

である。

いろいろな責任 を与えられると，子供の方

に も自信がつ く。讃美歌の指揮，祈 り，話，

司会，聖句朗読，特別な報告， リフレッシュ

メン トの準備など，各 自の能力に合った責任

を与えるように注意す ることが必要である。

割 り当てが順番になるように，ち ょっ とした

工夫をしてみるとよい。

家庭の夕べ を良 くす るために， 自分もその

一翼 を担っていると各 自が感 じるようになれ

ば，活動 に寄せ る関心 も高 くなるはずである。

家庭の夕べは，家族のみんなが参加すること

に よって得 られる祝福 を享受 しない限 り，本

当の家庭 の夕べ とは言えないのである。
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「

愛をもって人を責める

ス ベ ン サ ー ・J・ コ ン デ ィ ニ

初 等協会で教 える時・子供をしつけ る時・
夫や妻 と問題 を論 じ合 う時な ど，私たち

はだれでも一度は抑 えようのないいら立ちを

おぼえ，腹が立った経験があると思 う。「聖霊

に感動しては機に臨みて激しく人を責む」(教

義 と聖 約121：43)を 言 い訳に自分の感情 を

正当化 して，怒 りにまかせて暴言 を発 した こ

とがあるか もしれない。 しか し，その ような

感情の高 まりを感 じる時でも怒 りからではな

く，みたまの導きによって言葉 を述べ るよう

にするにはどうすれば よいだろ うか。

それがみたまによる ものか どうか を知 るの

はなかなかむずか しいことだが， しか しあえ.

て 言うならば， もし私 たちが次にあげる項 目

のいずれかに該当す る時は大抵聖霊に感動 し

ていないのである。

1。 大声で怒鳴る。

$.の の しりな じる。

3.人 に対 して憎 しみや あつれ きを感 じ

る。

4.我 が子 も含め，人の 自尊心を打ち砕 き，

傷つけ ようとす る。

5.自 分の言葉が人にどんな影響 を及ぼす

か ということがそれほ ど気にならない。

6.本 人やその問題 とはまったく関係のな

いことの不満.をただ発散 させているだけ

にす ぎない。

他方，次のようであれば聖霊 に感動 してい

ると言えるであろう。

1.激 しい叱責の言葉が大義 に適っている。

ジョセブ ・ス ミスが リバティーの牢獄 で牢番

を筈めた時，牢番 は神聖 な御 二方の清いみ

名 を冒漬 し，卑狸 なこ とを言ったために厳 し

く叱責 されたのであった。.救い主が聖なる神

殿か ら両替人を追 い出されたの も同 じことで

あった。両替人たちの聖所 を汚す不敬な態度

が，激 しいけん責 を呼んだのである。 しか し，

初等協会の4歳 の子供が泥足で教室を汚した

として も柔和に， しか も忍耐 を持 って接する

べきである。

2.注 意 を受ける側 だけでな く，与える側

に とっても苦 しい。つま り，重荷 をだれかに

負わせ て自分の気晴 しをす ることはできない

のである。「説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽らざ

る愛……また，親切 と浄き知識」(教 義 と聖約

121：41-42)と によって叱責 したのであれば，

虐待や雑言は出てくるはずはないのである。

3.悪 感情をいつまで も抱 くことな くその

場で，叱責する。だれかを叱責するように聖

霊の勧めがあったら，悪感情を抱 く期間を与

えることな く，即座に叱責する。そして聖霊

に感動 していれば，違 いを調整し，以前 より

胸襟 を開いた信頼関係 を築 こうと努力す るは

ずである。

4.人 を責めた後で 「一層の愛」(教 義 と聖

約121：43)を 示 す。これは偽 らざる愛であり，

数時間，あるいは数 日間冷た くした後で愛 を

示すのではな く，叱責 のす ぐ後に示すのでな

ければならない。また，叱責が以後の関係に

障壁 とならないように，愛 を示 してゆ く必要

がある。

5.自 分の言葉や感情 を細か く観察 してみ
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る。事実をよく知 ることによって，「偽善にあ

らず妊智にあらずしてその人を甚だ大いなら

しむる」(教 義 と聖約121：42)浄 い知識をも

って話すことができる。相手を傷つけること

を避け，事実を曲解 し，問題を過大視するこ

ともない。目的は， 人を助け， 当面の問題に

ついて話 し合 うことである。相手に屈辱感 を

与えてはならない。

6.叱 責す る前に， まずみたまと一致 して

いる。両親が感情む き出 しで口論 していなが

ら，子供に家の中をきれいにしなさい と叱っ

てもおそらく聖霊の導 きを受け ることはで き

ないであろう。

7.可 能な限.り祈 って，叱る前に心の準備

をする。ある時，私はある家族か ら問題の調

停役 を頼まれたことがある。父親が妻子 に暴

力をふるったのである。家族 と会 う数時間前

に，私は どう話 をしようか と考 えてみた。そ

して，この乱暴な父親の家族に対す る残酷な

行 為 を厳 しく叱責 するつ もりで その夜に臨

んだ。 しか し不思議 と私の口を突いて出た言

葉はこうだった。「ブレッド，僕 は君が好 きだ

し，奥さん もお子 さんたちも好 きだ。家族が

永遠の幸せな家庭 を築 いてゆけるよう.に力に

な りたいのだが。」その言葉に，ブレッ ドは心

の壁を取 り払ったようであった。奥 さんも罪

状 をあげつ らうようなこ ともな く，ふた りは

過去の不愉快 なことはすべて水に流して新た

な生活を踏み出そ うと決心 したのである。そ

して私が述べる具体的な助言を素直に聞 き入

れて くれた。

8.叱 責 した後で自分の心に平安 を覚 える。

本当に聖霊に感謝 していれば，何 を言 うべ き

か， どのように言 うべ きか聖霊が教えて くだ

さるはずである。.話.した後で，あれ を言 えば

よかった，これを言わなければよかったと後

悔する必要はないのである.。
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「汝 らわが言 うとこ ろを行 わ ば」

ハ リ エ ッ ト ・S・ ハ ル バ ー ト

たちの結婚生活は，宗教の ことさえ除け私
ば とて も満足のいくものでした。幼少の

頃 さほ ど恵まれなか った私は，18歳 で家 と教

会 を離れ，20歳 の時に非教会員のノーマ ンと

結婚 しました。教会 とは無縁の毎 日ではあり

ましたが，それでも私は聖霊が私たちの結婚

生活 を導 き，守って下 さっていると感 じてい

ました。夫の ノーマンは人間 としては非常に

立派な人ですが，教会に対 して強い偏見 を持

っていました。それでも私が子供 をモルモン

として育てることだけは許 して くれていまし

た。私は自分か ら進んで教会に足を向け よう

とはしませ んでした。 しか し，霊的なものを

求め る気持ちは私が想像 していた以上に大き

な ものでした。

私 たち夫婦 には15年 間も子供がありませ ん

で した。そこで男の赤ちゃんを養子に もらっ

たのですが， それか ら2年 半後に，男の子 を

産みました。ダグラスが3歳 になった時，彼

を連 れて 日曜学校に行 きました。私が子供時

代に経験 した ように子供 を教会にただ送 り出

すのではな く， 自分 の子供だけは必ず一緒に

連れていってあげ ようと決心 していたか らで

す。私は教会に参加 しな くて も，ふた りの息

子には正 しい宗教教育 を受けて もらいたい と

ただそれだけ を願っていたのでした。「私は今，

悪い習慣にむ しば まれています。でも，ひ と

たび教会の責任に召された ら，教会の標準を

完全に守 って生活 しますわ。」私がよく口に し

た言葉です。そうは言って も召 しを受ける気

など全 くなかった ものですか ら，す っか り安

心 していました。 ところが，ステ ィーブンが

3歳 になる頃，子供 日曜学校の3コ ースの教

師に召されたのです。スティーブ ンは私が一

緒でなければ 日曜学校に行 きません。私はど



♪

うしようもな く，不承不承この責任 を引き受

けま した。そ して，知恵の言葉 をは じめ，す

べての戒め を守 って生活するために，全力 を

尽 くすようにな りました。

次第に私は，福音 こそ私が求めていた もの

であ り，家族に とって必要なものである と考

えるようにな りました。 こうして苦 しか った

悔 い改めの期間 を経て， 自分の一生 を主 に捧

げるようになって初めて，私は強い信仰 を築

くことがで きたのです。1956年 に受けた祝福

師の祝福の中に，次のような約束を読み，私

は大 きな慰めを得 ることができました。「もし

あなたが信仰 を持 って主に忠実に生 きるなら

ば，主はあなたのす ぐ前 を歩まれるであろう。

時至 らば， あ なたの心 の義 しき願 いと 日々

の祈 りが答えられ，万事 よろ しといえるよう

に，なるよう主の使いはあなたの前に道 を備

えて下 さるであろう。」

何 という：喜びで しょうか。か と言って，悲

しみがすべてな くなったわけでもあ.りません。

愛す る夫は何ひとつ祝福 を受けていないので

す。私は少 し意地になって，夫に福音 を押 し

付けようとしました。私が見つけたこのすば

らしい真理 を夫に も理解 し，受け入れて もら

いたかったのです。 それが もとで何度か いさ

かいが起 こり，1958年 に とうとう離婚の一歩

手前にまでな りました。

この危機に際 して，私は心か ら謙遜になり，

長い時間主に祈 り，天父のみ手にすべてを委

ねました。そ して教会に行かない夫にこれ以

上無理強いをして，罪悪感 を与 えてはいけな

いと思いました。その代 わりに夫が心か らく

つろげる家庭 を築こうと決心 しました。あら

ゆる面で模範を示 し，愛にあふれた妻 となり，

夫の 自由意志を尊重するようにしたのです。

誠実 な夫 であるノーマンは，私が子供たちを

教会の教 えにそって育てるのを前 と同 じよう

に許 して くれました。これは，子供の頃か ら

の教会に対す る根深い偏見 を持 っていた夫に

してみれば，驚 くべ きことです。私 も息子.も

教会で与 えられた責任はすべ て引 き受けまし

た。 そして， いつ も喜びにあふれるほほえみ

と愛 を持 って家に帰 りました。私たちは夫の

ために祈 り，断食 もしました。 しか し，何 よ

りもまず，夫 を愛す るように努めました。夫

はいつも家族の頭だったからです。

私は， ノーマンの抱 く.どのような疑問にも

答 えられ るように，福音 に精通 してお く必

要 がある と考 えました。それか ら14年 間，

私は熱心に福音 を勉強 しました。そして，学

べば学ぶほど，福音は自分に とって欠 くこと

ので きないものになっていきました。みたま

の導 きを得 た時には，その経験 を夫に も分か

ち合 うように しました。何 をいつ話 したらよ

いのかはっき りとしたみたまのささやきを受

けたこともしばしばあ りました。14年 間の出

来事 をわずか数行で書き尽 くす ことはできま

せん。これまで多 くの障害や心 を痛めること

があ りました。しかし，私 も息子 も福音に従っ

た生活か ら決 して離れようとはしませんでした。

1967年 ， ノーマ ンはある宗教奉仕団体に加

わる決心 をしました。そのことで改宗が ます

ます困難にな ると心配 した私は，猛烈に反対

しました。

「そんなことをすれば
，教会 に対する偏見

がもっと深 くなるわ。」

「偏見など持 っていないよ
。」.

「それ じゃ
，が まんして私 と一緒に教会に

行 って下 さるか しら。」

夫は何 も答 えませ んで した。しか し，あと

になって，「もし，君が本当1に出席 して欲 しい

のな ら，教会に行 こう」 と言って くれました。

こうして，夫は初めて 日曜学校 の求道者のク

ラスに出席 したのです。それから1年 経たな

い内に，聖餐会にも集 うようになりました。

もちろん，私は息子たちと共に大喜び しまし

た。ワー ド部の会員たちも夫 を心から歓迎 し

て，ワー ド部に早 くな じめるように して下さ

いました。皆 さんの助けに心から感謝 してい

ます。 しか し，その間 も夫は心の中で激しく

葛藤 していたようで した。教義に対 してもい

ろいろな質問 をしました。(後 になって，何が

改宗の鍵になったのか尋ねら.れた時に，夫は次

のように答えました。「第1に ，自分にとって家

族が何よ りも大切 な存在であるとい うことが

わか りましたし， この教会で教 えている家族

中心のプログラムに強 く心を打たれました。

第2に ，福音が誤っていることを証明しよう
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としたが，それ も果たす ことができませんで

した。だとすれば，この福音は正 しいに違 い

ない と思 ったのです。」)・もうひ とつ感謝すべ

きことは，ワー ド部の皆 さんが家庭で開 くい

ろいろな社交活動に私 たちを招待 して下 さっ

たことです。そこで ノーマンは，アルコール

なしで楽しい時 を過 ごす ことがで きるこ とを

知 りました。こうして息子たちが伝道に出る

時にはその資金 を援助 し，出発する前の聖餐

会では短い話 もしました。

そんな折，1971年 の秋に，ソル トレー ク ・

シテ ィーで開かれた扶助協会の大会で十二使

徒評議員会会員のボイ ド・K・ パ ッカー長老

がお話をなさいました。私は彼の霊感あふれ

る話 を聞 き， これ までどうしても話せなかっ

た夫の改宗に対す る私の正直な気持 ちを述べ

る勇気を得ました。その時，パッカー長老は

次のように言われました。

「私はこれ までに
，妻が心から願い， どう

励 ましたらよいか を知 っているならば，夫は

いつまでも教会に逆 らっていられない とお話

してきたQ… …

もし充分な信仰 と望みがあるな ら，.あなた

はいつか家族の長に教会に活発な信仰篤 い夫

をいただ くこ とができるであろっ。

ずっと以前に希望 を失 ったある人が， はき

すてるように 『奇跡でな くては無理 ですね』

と言った。私はそ うです と答えた。どうして

奇跡でないことがあろうか。それは奇跡以外

の何であろうか。そこには， さらに価値 ある

目的があると言えないであろ うか。……

繰 り返 して言うが，夫が教会に行 くことを

面倒臭いと感 じる時，あなたは，彼に家にい

なが ら教会にいるように感 じさせ ることを行

ないなさい。一…

姉妹たち，福音 を夫に とっても価値 あるも

の とな し，彼 らにそれこそ自分たちの目的で

あることを知 らせなさい。……

夫に知 らせな くてはならない。 あなたがど

んなに福音を大切に しているか といっこと，

福音のゆえにさらに夫を大事に思 うこと，福

音が自分に とって何であるか を。」(『家庭から

始めなさい』「聖徒 の道」1972年7月 号，pp.

298-303)
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主 の使徒は私 に，夫が福音 を受け入れるこ

とが私に とってどのような意味があるか話す

ように教 えて下 さっためでした。何 とい う祝

福で しょう。家庭では，夫が話し出さない限

り，福音について話 し合 うことはありませんで

した。私は喜びの涙にむせびながら，どのよう

にして夫に話せ ばよいか考 えました。その時，

次の聖句が心に浮んできました。「汝 らわが言

うところを行.わば，主なるわれこれに対 して .

責 任あ り。され ど，汝らわが言 うところを行

わずば汝 ら何 ら約束 を受けず。」(教 義 と聖約

82：10)私 は もう一度断食 して祈 り，主に頼

ることにしました。そ して1972年 の1月 に，

ようや く夫に話す勇気を得たのでした。

あの晩，私 はノーマンに，今 まで福音 を受

け入れる気になったことはないですか，と尋ね

ました。す ると，彼は穏やかですが きっぱ り

と 「ない」 と答えました，私 は大き く息を吸

ってか ら， これまでノーマ ンがどれほど立派

な夫 であ り父親であったか，また，私 と子供

たちが どんなに愛 しているか伝 えました。 し

か し私が一番望んでいるもの を与えて下 さっ

ていませ んと言いました。 とっとっ口に出し

て言って しまったのです。主の使徒 の勧告に

従 って，話したので した。それか ら6カ 月後，

実に結婚 生活37年 目にして， ノーマンはバプ

テスマを受けました。それはまさに奇跡で した。

今から振 り返ってみると，1月 に夫に話 を

してから夫がバプテスマ を受けるまでの数 カ

月間 い ろい ろな ことが あ りました。ソル ト

レー ク・シティーに住む友 人たちが，「もはや

異国入でもな く」(WoMo解S磁 ηgθパ'ノ ＼

一 トマン ・レクター
，コニー ・レクター共著)

という本 を夫に送 り，.神権 を受けて家長 とし

ての責任 を果す よう.に勧めて下 さいました。

年下の息子が伝道に出る時に もノーマンは短

い話 をしましたが，その後でノーマ ンが 出席

している 日曜学校 の教師か らバプテスマのチ

ャレンジを受 けました。ステ ィーブンは手紙

.を書いて父親 を励 まし， モルモン経 を読む よ

うに勧めました。ダグラスも証 を述べてきま

した。1972年 に伝 道に出たスティーブ ンが，

1974年 に伝道から帰ってみると，父親は監督

会の第2副 監督 として壇上に座っていたのです 。
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だい

大かんちようかいからの
クリスマス ・メッセージ

㊨⑩し"
じゆう こ おとな

せ かい中の子 どゑや大人ヵ㍉ クリス
マ ス の お く り物 をま っ て い ます 。

りょうしん こ

両 親 は,子 ど もが プ レゼ ン トを ひ ら き

なが ら,う れ しが っ た り,び っ く りし
み かん

た りす るの を見て しあわせ を感 じます。

ク リスマ スが楽 しいのは,い ろいろな
てん

もの をわか ちあえるか らです。天の お
とう す く ぬし

父 さ まは,救 い主,イ エ ス さ ま とい う
いちばん もの

一番すば らしいお くり物 を ください ま

した。わた したちは,こ の ことをきね
もの

ん して,た が いに お くり物 をす るの です 。

ク リスマ ス の ほ ん と うの い み は,お

もの

く り物 をす る こ と よ り も,イ エ ス さ ま

じょう お も

の たん生 を思 ってふか くか ん しゃす る

こ とにあ ります 。 しずか にイエ スさま
お も たまもの いちばん

の ことを思 うとき,み たまの賜が一番
たいせつ もの

大切 なお くり物 であるこ とが わか りま
す く ぬ し すす

す。救 い主 は,進 んで あた えることの
しめ ひ と

もはんを示 して くだ さ り,す べての人
ぴ と いのち

人のため によろこんで命 をささげ られ

ました。 それは,イ エス さまのお しえ
ただ おこ

に したが って正 しい行 ない をす るすべ
ひとび と てん とう あ

ての人々カ㍉ また天のお父さ まに会 え

るよ うにす るためです 。なんてすば ら
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譜
」【 弓

㌻i粥 鋤甘 鷺
ひとびと げさ

(ゼ ラヘムラの人々についてのクリスマス劇)

作:マ ーベル ・ジ ョー ンズ ・ガ ボッ ト

とうじょうじんぶつ こえ せい く よ

登 場 人 物 キ リ ス トの 声,ニ ー フ ァ イ,コ ー ラ ス,聖 句 を 読 み,
え かか こ ども ふくすう え きょうかいふ ぞ く と しょかん か

絵 を掲 げる子供(複 数)(絵 は,教 会付属 図書館か ら借 りること
うたこえ すうにん だんじょ

が で き る)歌 声,数 人 の男女

さん

コー ラス 「あ あ,ベ ツ レヘ ム よ」(讃

び か ばん

美歌210番)
せい く ものがた り かんれん せい く よ

聖 句(物 語 に関連す る聖句 を読む。
ば めん しめ え かか

場面を示す絵 を掲げる)
こ ども

子供1イ エスさ まがベ ツレヘムでお
うま むか し よ げんしゃ

生れになるずっ と昔,予 言者 イザヤは,
うま

イエス さまがマ リヤか らお生れにな る
よ げん

こ と を予 言 しま した。
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の
畠
ヲ

こ ども じエうへ き うえ た

子供2サ ムエル は,城 壁の上に立 っ
よ げん しゅ ひ とび と

て予 言 しました,「 主 かオ ベての人々を
しゅくふ く ひ ちか

祝福す るため にお いでにな る日は近 い。
しゅ うま ひ そら ひる

主がお生れ になる 日に,空 は昼のよ う
あか

に 明 る くか が や く。」
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歴史に残る末日の予言者の説教

最後の神権時代における
最初の予言者

ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス

ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス は ，

1970年1月23日 に93歳 で 第10代 大 管 長 とな っ

た 。 老 齢 に もか か わ らず ，1972年7月2日 ，

95歳 で こ の 世 を去 る ま で ， 心 身 共 に 精 力 あ ふ

れ た 人 で あ っ た 。 教 会 幹 部 と し て 働 い た62年

の 間 ， 教 義 に 関 し て 最 も 多 くの 書 物 や 記 事 を

著 わ し た ひ と りで も あ る。 ジ ョセ ブ ・フ ィ ー

ル デ ィ ン グ ・ス ミス は1876年7月19日 ， ジ ョ

セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス と ジ ュ リア ・

ラ ム ソ ン の 間 に ， ユ タ 州 ソ ル トレ ー ク ・シ テ

ィー で 生 まれ た 。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の

兄ハ イラム ・ス ミスの孫である。1910年4月

7日 ，父親の第6代 大管長 ジョセブ ・F・ ス

ミスか ら使徒 に聖任された。1950年9月30日 ，

十二使徒定員会の会長代理 に支持され，1951

年4月9日 に同定員会会長に支持された。1965

年10月29日 にデビッ ド・0・ マ ッケイ大管長

の副管長に召 され，1970年 までその務めを果

たした。

次の説教は，19?1年5月31日 ， ミズー リ州

インディペ ンデ ンスの訪問者セ ンターの献堂

式で語 られた ものである。
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A私 は皆 さんにふたつの偉大 な真理に着'7

目 していただ きたい と思 って.いる。ひ と

つは，イエズ ・キ リス トが神の御子であると

い うこ と， もうひとつは，ジ ョセブ ・ス ミス

が予言者であるということである。 まず第一

に人類に啓示 された最 も大いな る真理につい

て触れ， その導入をもとに真理について私の

証 を述べ たい と思 う。

まず最 も簡明な， しか も力強い言葉で述べ

るならば，私たちはキ リス トが生 きているこ

とを信 じていると申し上げたい。そ してキリ

ス トが神 の御子であ り，世の救 い主であるこ

とを，私たちは無条件で受け入れてい るので

ある。

またキリス トが，ア ダムの堕落によって こ

の世 にもたらされた肉体 の死 と霊の死から人

類 を贈 うためにこの世に来られたことを信 じ

ている。.そしてキ リス トが血 を流 されたこと

この末日の予言者であり聖見者であるジョセフ ・スミスが，この

最後の神権時代の幕明けを告げ，地上に完き永遠の福音を回復する

最後の人として主イエス ・キリストから召された予言者であること

を簡明にしかも力強く宣言 したい。

によって万人に不死不滅の体が与 えられ，さ

らに主を信 じ主の律法 を守る入々には永遠の

生命 をもたらされ るといっことに，限 りない

感謝の念を抱 いている。

救いは過去，現在，未来を問わず，全能の

主なるキ リス トの貝責いの血によってもた.らさ

れ るということ， しか もそれによって人が前

途 に広がる王国で無限の光栄 を受け継 ぐよう

になるのは，天下にイエス ・キリス トのみ名

をおいてほか にないということを私たちは信

じている。

またこの末 日の予言者であ り聖 見者であ る

ジョセブ ・ス ミスが，この最：後の神権時代の

幕明けを告げ，地上に完 き永遠の福音 を回復

す る最後の人 として主イエス ・キリス トか ら

召された予言者であることを簡明に しか も力

強 く宣言したい。

ジョセブ ・ス ミスはキ リス トと世の救いに

つ いて今 日この時代の人々に明らかにする人

である。主はジョセブ ・ス ミスに 「……今の

代の人〃には，汝によりてわが言を与 うべし」

(教義 と聖約5：10)と 言 われた。

約150年 前，復活 した天使 モロナイはジョ

セブ ・ス ミスを訪れ， ジョセブの名があらゆ

る国民， あらゆる血族，あ らゆる国語の民の

中.に善 くも悪 しくも覚えられ，語 られるであ

ろうと告げ られた。(ジ ョセブ・・ス ミス2：33

参 照)

この約束に加 えて，それから15年 後，主は

自らジ ョセブ ・ス ミスに現われてこう言われ

た。「地のいや果にある者すら汝の名を訊ね，

愚なる者 ども汝を嘲弄 し，地獄は汝に向いて

怒 りを起さん。然 るに心の潔 き者，賢 き者，

貴き者，徳 ある者たちは汝の手の下よ りいさ

めと権威 と祝福 とを常に求めん。」(教 義 と聖

系勺122：1-2)

そ こで人々が， この最後の栄えある福音の

神権時代に，万物の回復を もた らすために主

が召された予言者か ら得た と同 じように，私

も主の勧告 と権威 と祝福 を求める人々のひと
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冷

りに永遠 に数 えられるよう願 っている。

年々歳々万国の民の中に， ジョセブ ・ス ミ.

ス と彼によって回復 された福 音に心を向け，

この世で平安 を見いだし，来るべ き世にあっ

ては永遠の生命 を得 る望 みを抱いている人が

増えていることを心か ら証 したい と思 う。

1830年4月6日 ，教会が組織 された直後，

主はジョセブ ・スミスについて，教会員に次

あように言われた。「彼が上 より受 くるままに

汝 らに与 うる誠命 と彼の言 とを皆 心 にとめて

よく聞 き，わが前に全 く聖 き道 を履むべ きな

り。そは彼の言は，汝 ら全 き忍耐 と信仰 とを

以て，あたか もわが 口よ り聞 くが如 くにこれ

を受け入るべ きなればな り。これ らのこ とを

為 さば，地獄の門も汝 らに打勝た ざるべ し。

而して，誠に主なる神 は汝 らの前よ り暗闇の

力を追い払い，汝らの為 と神の御名の栄光の

ために.もろもろの天 を.も震い動か しめん。主

なる神か くの如 く言 う。われは彼に霊感 を与

えて，善 を為すために大 いなる力を以てシオ

ンの大事 を推 し進め しむ。われ彼の勤勉なる

を知 り， また彼の祈 りを聞け り，然 り，われ

はシオンのために彼の泣 き悲 しむを見た り。

されば，われは もはや シオンのために彼 を嘆

か ざらしめん とす。そは彼がその罪 を赦 され
わざ

で悦び，彼の業の上に下すわが祝福 を示 され

て悦ぷ時代の来 りたればな り。見よ， われは

わが葡萄 園に働 く者に大いなる祝福 を与 うれ

ば，彼 らは彼の言を信ぜん。その言はかの 『慰

め主』に よりわれを通 じて彼に与えられ，然

もその 『慰め主』は， イエスが誠に悔 いたる

心 を持つ者に罪の赦 しを与 えんがため，世の

人の罪 を負うて罪深 き人々に よりて十字架に

付けらるることを世 に表すな り。」(教 義 と聖

糸勺21：4-9)

この 啓示 された言葉か ら，私 は次のことを

証申 し上 げたい。

ジ ョセブ ・ス ミスこそ今 日すべての人がキ

リス トとその福音の真理 を知るために仰 ぎ見

なければならない人である。

やがて時至 らば，この予言者の名は全地の

隅 々，万国の民の間に知れわたるようになる

であろ う。

心の真 っ直 ぐな人はジョセブ ・ス ミスを予

言者 として受け入れ， ジョセブ ・ス ミスが明

らかにす る主 を礼拝するであろう。

神の命令によってジ ョセブ ・ス ミスを通し

て組織された教会は， ジョセブ ・ス ミスを通

して与えられ る啓示に従 うことによ りて栄え，

発展するであろう。

また，ジ ョセブ ・ス ミスの教 えを信 じ，ジ

ョセブ ・ス ミスが定めた道 を熱心に歩 く人は

皆，イエス ・キ リス トが神の御子であって，

世の罪を貝費うために十字架にかけ られたこと

を知 るであろ う。

私は，聖霊 を通 して与えられる啓示によっ

て，イエスがキ リス トであることを知 ってい

る。さらに同 じようにして，ジョセブ ・ス ミ

スが昔 も今 も永遠に神の予言者であることを

知 っている。

私 はジョセブ ・ス ミスの神聖な名前を敬い

尊ぶ。1ジョーセブ ・ス ミスは，私の祖父であり

祝福師であった兄ハ イラム ・ス ミスと共に，

カーセージの牢獄で血 をもって証を結び固め

た。そして私 は，主 はこの地上に主の王国を

再び確立す るために，この時代に力強い聖見

者 を立て，再 び私たちが救いを得 ることがで

きるようにして下 さったことを全地の隅々に

知 らせる主の器 とな りたいと思っている。

今，私 は自分の証 と感謝の気持 ちを込めて，

教義 と聖約か ら霊感 された言葉を引用 してこ

の話 を終 りたいと思 う。「主の予言者にして聖

見者なるジョセブ ・スミスは，ただイエス ・

キ リス トを除 くのほか， この世に生 を受けた

る何 人よ りもこの世に於ける人類の救いに尽

した り。」(教 義 と聖約135：3)

主 イエス ・キ リス トのみ名によ り，アーメ

ン。
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ノ」、柄なが ら誇 り高い老女が，並んで行進す

る孫の勇姿 を見て叫んだ。「ごらんよ，足

並みそろっているのは，私 のジョニ.一だけ じ

ゃないか い./」 この話はだれで もよく知って

いることだが，愛すべ きおばあさんが孫息子

の欠点 を見ようとしないことの古 くからの冗

談である。私はこの話 を聞いて，それっきり

頭のどこかにしまい込んで忘れていた。 とこ

ろが，カナダのブ リティッシュ ・コロンビア

州 ビク トリアにあるユニバー シティー ・スク

ール士官学校音楽隊で大太鼓 を受け持つ よう

にな り，ふ とこの話 を思い出すことになった

のである。

大太鼓 を叩 く人は肩か ら皮ひ もをかけ，太

ただひ と り

歩調 を合 わせて

デ ピ ッ ド ・ヒ ュ ー ・バ ー リ ー

鼓 をつ るす。みんな と歩調 を合わせて行進 し

ながら，左足が地面に着 くと同時に右手 を伸

ば して太鼓 を叩 くのである。(そ の逆.もある)

その左足，右手の決めが音楽の拍子になって

お り，これは実に大切 な役割を担っているの

である。

次に，大太鼓は体 と比べて も非常に大 きい。

私が使っていた大太鼓 も太鼓越 しにかろうじ

て正面が見えると言 った具合 であった。 もち

ろん，私のす ぐ前り隊員の足を見ることもで

きず，ただ音楽 を頼 りに左足 と右手の位置で

歩調 を合わせ るしかないのである。

年に一度の閲兵式があるということで，私

たちはちょうどその リハーサルをしていた。

士官学校の生徒 たちは大抵構内の車道 を行進

して運動場に集合す るようになっていた。音

楽隊がパ レー ドの先頭 に立ち，3列 縦隊で各

小隊が続 き，全員が拍子に合わせて行進 した。

第2次 世 界大戦 中，北アフ リカ戦線で戦っ

た英国陸軍の雄 ジェンジ氏が演習の指揮 をと

った。学校 にはブラウンという姓 を持つ者が

4人 もいたので，それぞれブラウン1世 ，2

世 ，3世 ，4世 とい う呼び名 を使 っていたが，

その ジェンジ氏をブラウン1世 とみんなは呼

んでいた。ブラウン1世 は195セ ンチほ どの

'

0

」

⑭
臭 o
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長身で，大 きな銀色 のバ トンというか，つ え

の ような もの を持ち，いろいろな方向に振 り

回 し音楽隊に指示 を出していた。

朝の陽光が，磨 きあげた楽器に反射 してま

ばゆかった。その上 アイロンをかけたばか り

の制服 を着込んだ私 たちは一段 と凛々しく思

われた。

ジェンジ氏は持ち前の高い声でいつ もの指

示を出した。「全体，3列 縦隊で右へ進め ノ」

ところが，この時， どうしたことか，ブラ

ウン1世 が反対の足を踏み出した。こんなご

乏 は今 まで一度 もなかった。 しか し，彼は音

楽隊全員の面前でまった く歩調を狂わしてし

まったのである。たちまち隊に連鎖反応が起

こった。音楽隊の最前列がブ ラウン1世 の歩

調 と違 うので 自分たちが間違 っていると思っ

てブラウン1世 の歩調に合わせ た。その他の

列 もすばや く前に歩調 を合わせ た。 しか し大

太鼓奏者だけは合わせなかった。前にも述べ

た ように，太鼓の向こう側が見えないので，

他の人の歩調がどうなっているかわからない

のである。ただ音楽を聴 き，その拍子に合わ

せ るしかなかったのである。

「バー リー
， ステ ップが違 うそ/」 左側に

いる小太鼓奏者が ささやいた。

私は音楽の リズムに気 を付けながら2，3

歩行進 してみたが，歩調は間違っていない。

「いや，間違 ってないよ/」 小声で言い返 し

た。

「バー リー
，スデップが違 うんだ./」 今度

は右隣 りの プ ライスが言った。「違 ってない

よ./」 と私は言い張った.。続いてジェンジ氏

がかな り穏やかな口調で 「バー リー，ステッ

プを変えたまえ./」 と注意 した時は，身がす

くむような思 いが した。

「しか しなが ら，私は音楽に合 ってお りま

す」 と私は異議 を申し立てた。

ジェンジ氏 は一瞬 ぎくっとしたようだった。

生徒が上官に口答えをす るなどめ ったにない

ことなのに，命令 まで も拒否 してしまったか

らである。ジェンジ氏は私を見ながら音楽 を

聴 き直 した。す ぐに 「そうか，君が正 しい!」

と大声で言った。

それか らパ レー ド始まって以来，前代未聞

の号令がかけられた。「バー リー を除 き，全員

歩調変更!」

生徒全員が，音楽の拍子 と私の歩調に合わ

せ てステップを変えた。

あの時の出来事 を，人か ら言われない限り

覚 えている人はそれほ ど多くいないと思 う。

o

A 藁
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私も， それか ら2，3年 後にあるこ とがあっ

て歩調 を乱す ということにつ いて改めて知 る

ことが なか ったな らば， その出来事 をとうの

昔に忘れてしまったに違 いない。

オッキー ・ケン ト， コリーン御夫妻は，私

がこれまで出合 ったどの家族 ともはっきりと

違 っていた。彼らは私に心からうち とけて話

をして くれた し，彼らが互いに愛 し合 ってい

ること.をはっき りと示 して くれたのである。

そしていかに も幸せそ うで気が安 まる居心地

の良い家庭だった。しかも家の中に灰皿がひ

とつ もない。彼らは，私が仕事の関係で知 り

合 った他のいろいろな家族 とまった く歩調が

違っていたのである。

居間のサ イ ドテーブルの上 に，モルモン経

の大 きな本があった。若 い頃に1，2章 読ん

だことがあったが，私は改めてその本に心 を

引かれた。オ ッキー夫妻は私 の質問に気軽に

答えて くれ，またいらっしゃいと勧め られた。

それから宣教師に紹介 され，勉強 と祈 りと探

求の日々が始まった。それから23日 後，私は

バプテスマ を受けた。私は ようや く自分の渉

調が合 っていると感 じることがで きた。それ

から今 日までずっと，主が任命 された指導者

の導 きに歩調を合わせ るように努 めて きた。

教会 に関する知 識が増すにつれて，福音の

歴史は，た とえ仲間か ら遅れていると見 られ

るよりなことがあろっと蔵 世の人々に同調

するこ とな く，主 と歩調 を合 わせ て行進す る

人の歩みであると思 うようになった。
ぜいたく

モーセは宮廷で贅沢な生活にひたっている

こともできた。しか しヘブル人の解放 をめ ざ

して迫害に立ち向か った。ダニエルは当時の

社会の慣習となっていた偶像崇拝 を拒否した。

モルモンは腐敗 し，絶望的な社会にあって も

世の退廃に屈す ることがなか った。これらの

予言者 たちは，時代の勢力に従 うよ りも主に 、
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聞 き従 う道を選んだのであ る。

また，私たちの神権 時代にも， ジョセブ ・

ス ミスに同 じような模範 を見ることができる。

一 時は彼ひ とりしかいなかった
。しか しその

後3人 の見証者が 出， さらに8人 の見証者が

出て，同時に大勢 の人々が教会に加わったの

である。 これらはすべ てたったひとりで歩き

始めた道にすべての人が歩調 を合わせ たこ と

につなが っている。そ して今 では，400万 を

越える末 日聖徒が真理 の行 軍をしているので

ある。

しか し，私たちが互 いに歩調を合わせ，主

と歩みを共にしている とはいえ，私たちはい

まだ世 のす う勢 とはかけ離れた存在である。

私 たちは他 の人々と異ってお り， それ故に今

後ますます人々の注 目を集め るようになるで

あろう。

私たちは決 して完全 ではない。しか し，事

実，歩調の合っている唯一 の民であることは

だれ もが承知 していることである。音楽 をこ

よな く愛 し，真理 を真剣に求める入々は他 に

も大勢 いるが，本 当の歩調 で歩んでいるのは

この真 の教会 しか ない。

私たちの歩調が違っているとささや いた り

叫んだ りする人は世 に大勢 いる。 しか し私 た

ちが毅然 とした態度で しっか りと立っている

ならば，いつの 日か人類の至高の指導者であ

る大いなる主がや つてきて， ジェンジ氏が生

徒 たちに言った と同 じことを言われる 日を待

ち望むことができるであろ う。

「世の人々 よ
，信仰に忠実な末 日聖徒を除

き，全員歩調変更!」

そしてその時， 自分 たちが主の再臨に対 し

てこの世 を備える業にいそ しんできたことを

知 り，必ずや感激に身を震 わせ ることであろ

う。



ジ ョセ フ ・ス ミ ス が

若人に寄せた期待

ウ ィ リ ァ ム ・G・ ハ ー ト リ ー

私 たちは・予諸 ジ ・セブ.ス ミスが教会
のためにな した功績につ いてはよく研究

し，討論 し，知 ってはいるが，彼が若人に ど

の ような関心 を向け， どのような貢献をした

かについて話 し合 うこ とはほとんどない。 し

か し，若人を対象 とした教会プログラムの根

底に流れている姿勢は，予言者ジ ョセブ ・ス

ミスが当時の若者たちに どういう期待を寄せ

ていたか といりことに具現されている といっ

ても過言ではない。

当時の 「若人」 とい う言葉は10歳 の少年か

ら25歳 の青年に至 るまでかな り広範囲に使わ

れ たようである。思春期がや って くるのは遅

〈体の成長 も今 よりず っと緩慢で，背の伸び

が止まるのが25歳 前後であったか らか もしれ

ない。簡単に言えば，成熟が早い若者は年齢

如何にかかわ らず，自分でできさえすればす

ぐにでも大人の仲間に入ることができたので

あ る。

予言者はそ うした若者に関 して，かなり明

確 な必要性 を4つ あげている。(1)大 人の愛

情，思いや りと，指導が必要 である。(2)労

働 と娯楽をほ どよいバ ランスで行なう必要が

ある。(3)学 業 が必要である。(4>宗 教教育

が必要である。

大人が示す愛情，指導，思いや り。ジョセ

謹：

旨..毒.
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フ ・ス ミスは若人を愛 し，若人を大切に した。

エマ との間に生 まれた10人 の赤ん坊のうち5

人 までを亡 くしたことからしても，ジョセブ・

ス ミスが，若人へ格別な思い を持 っていたこ

とを伺い知 ることがで きる。

そのほかに もジョセブ ・ス ミスが若人に大

きな関心を寄せたことを物語る例は数 多い。

ある時，ジョン ・ベ ローズという少年が父親

と一緒に予言者の家 を訪 れた。す るとジョセ

ブ ・ス ミスは大人同士の話の合間に 「かな り

の関心 を私に示 して下 さり」その少年は 自分

の存在価値 を改めて知ったという。ウィリア

ム ・H・ ウォー カー氏はジョセブ ・ス ミスが，

マンション ・ハ ウスで働 いていたひ とりの少

女 を客が侮辱 しているのを見て，その男に 「お

金はいらない。君のような人か らはびた一文

受け取 る気はない」 と言って勘定 を払わせず

に外に追い出 した と語っている。 また，ウォ

ー カー姉妹が亡 くなった時には
，ウォーカー

家の10人 の子供の何人かを一 時期エマ とジ ョ

セブが引き取って育てたこともあ る。その子

供のひとり，ルーシイ ・ウォーカーはこう書

き残 している。「いつ でも私たちは とても大事

にされました。」ジョセブ ・ス ミスはルーシイ

の兄弟のロー レンを，信頼 し合 う親友のよう

に扱った。「彼はいつもローレ・ンと一緒で した。

腕 を組んで歩 き，いろいろなことについて腹.

蔵 なく話 し合っていました。」予言者がヘス家

に客 として滞在 しでいた時も，勉強に飽 きて

くると，14歳 のジョン ・W・ ヘ スをま じえて

子供たちと家のまわ りを走 りまわ って楽 し.く

遊んでいた。

ジョセブ ・ス ミスは若 人を大切 に したが，

同時に若人に もそのような振舞い をす るよう

に願った。ガウデ ィー ・H・ ホーガンは14歳

だったが，ある時 ノーヴー神殿近 くの森で行

なわれた.日曜 日の集会で， ジョセブ ・ス ミス

のす ぐ.うしろに座っていた。すると，予言者

は話 をしそいる長老に中断させ，聴衆 に向か

ってこう言った。「会衆か ら離れて少女たちに

大声で話 しかけている青年たちは迷惑 なので

話 をやめ，両親の意向を聞いて，家に帰 って

か ら話をしてもらいたい。」それでも一向に静

かにな らないので，ジ ョセブは壇か ら下 りて，

人々の間を通 って青年 たちのところへ行 き，

話 をした。「それからは集会中に騒 ぐことがな

くなった」 とホー ガンは記 してい`る。

労働 と娯楽をほ どよいバランスで行 なう。

ジ ョセブ ・ス ミスは若 人には労働 と遊びの両

方が必要だ と思い，彼 自身 もそれ を実践 した。

重労働 をものともしない予言者については，

いろいろな話が伝 わっている。例 えば，20代

前半に3年 ほどジ ョセブと共に働 いたウィリ

アム・ウォーカーはこう述懐 している。「私は

彼 と一緒に干 し：草畑に行 き，大鎌で草 を刈 っ

たが，彼は毎 日10時 間ほどのきつ い仕事を何

日も続けた。」

歴史家のT・ エ ドガー ・ライアンは，少年

の頃.ノーヴーに住んでいた時，同 じワー ド部

の老人か ら聞いた話 を語って くれた。その老

人は，十代の時にほかの仲間 と近所の農園へ

いたず らをしに入 り，怒った主人に捕 まって

しまった。判事は投獄 を命 じたが，少年の父

親がジ ョセブ ・ス ミスに仲裁 を頼んだ。獄舎

の苦 い経験がまださめや らぬ予言者は，少年

たちを半年間 自分の保護下に置 くことを判事

に願 い出た。そして，ふた りの少年にはノー

ヴーのでこぼこ道 を補修す るための石片や砂

利の運搬 をさせた。彼 らは 日に50セ ン トを も

らい，その中か ら農園主へ弁償 をし， そして

裁判費用 を支払った。その兄弟はこう告白し

ている。「あれは人様の物 をむやみに壊 しては

.な らないという最高のおしおきで した し，き

ちん と働いて正 当な報酬を得 ることを教 えて

くれた最高の訓練で もあ りました。」

ジョセブ ・ス ミ.スが，棒相撲や レス リング，
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球技，水泳，狩 りな どを好んでや っていたこ

とは一般によ く知 られている。ジ ョ.セブ ・ス

ミス と何度 も球 技をしたことのあるウィ リア

ム ・アルフレッ ドは，予言者が遊 びに うつつ

を抜か していると非難された時のことをこう

述べている。ジョセ ブはその批判に応えて予

言者 と猟師のたとえ話をし，遊び と仕事の関

係について 自分の考 え方 をはっきりと説明し

た。そのたとえ話 とはこ うである。ある予言

者が木陰で 「何か気晴 らしを」 していた。そ

こへ猟師が通 りかか って予言者 を非難 した。

す ると予言者は猟師に，あなたはいつ も弓を

引き.しぼっているか と聞 いた。猟 師は，「い

いえ」 と返事 をした。

「それはどうしてですか。」

「そんなことをしていたら弾力がな くな り

ます。」

「私の心 もそれ と同じです。」予言者は言っ

た。「四六時中，引 きしぼっていた くないので

す。」

学問。ジョセブは限 られた学校教育 しか受

けることができなか ったが， それでも勉強や

学問を心か ら愛 していた。教師の友 人たちの

影響 も幾 らかあったであろう。彼の父親 も教

鞭 をとった経験がある。母方の祖母 は教 師で，

彼の母に読み書 きや算数 の基礎 を教えた。ジ

ョセブの妻 も学校教師で，「自由な文化 と教育

尊重の思想を持つ女性」であった。 また，モ

ルモン経 を翻訳 した時の当初の筆記者は教師

のオリバー ・カウ ドリであった。

ジョセブ 自身 も，聖徒たちに教育 を受ける

ように呼びかける数々の啓示に従お うと努め

た。主は， 「汝ら最 も善 き書より智恵ある言葉

を深 し求めよ。……学問 を求むべ し」(教 義 と

聖約88：118)と 言 い，また 「学修研究 してあ

らゆる善 き書に通 じ， まき諸 々の国語 と諸々

の言葉 と国民 とに通ぜ よ」.(教義 と聖約90：

15)と 言 われた。そして天上，天下のこと，

天文，地質，地理，歴史，・政治，時勢につい

ても知るべきであると言ってお られる。(教 義

と聖約88：77-80参 照)

ところが ジョセブ ・ス ミスは， 自分のよっ

に教育に乏 しい改宗者が実に多いこ とを知 っ

た。「14歳過 ぎまで親たちと共に過 ごし，しか

も長男なのでいつ も働 いてばか りで，ほ とん

ど教育の機会 もないできた」ハ リソン ・バー

ジスのような人たちが大 多数 を占めていた。

そこで，公立の学校 もな く， ただ教会での学

校か，個 人的な学校がわずかあるだけで，家

庭教師 を自分で雇 うしかなかった時代に，ジ

ョセブ ・ス ミスは時代に先がけて教育の改革

者 となったのである。

末 日聖徒の大規模 な入植地 には，必ず と言

ってよいほ ど学校が できた。カー トラン ドで

は，予言者の塾に加 えカー トラン ド高等学校

がジ ョセブ ・ス ミスにより創立 され，一時は

140名 もの 「青 少年」がここで勉強した。授

業は数学，地理，文法，書 き方，読 み方，国

語などであった。学期末 ごとに，大管長会を

含む理事たちの前で試験が行なわれた。また，

同 じカー トラン ドにエライザ ・R・ スノーが

「若い女性 たち」 を対象 とした学校を開校 し

たが，これはカー トラン ドで開校 された2，

3の 私立学校のは じまりとなった。 ミズー リ

州 では， ジャ クソン郡に初めての学校 を設立

した。

ノーヴーでは，市の憲章に各ワー ド部単位

の公立小学校か ら青少年 の高等教育，青年や

成人向けの大学 まで，学域制'学校制度が盛 り

込 まれた。歴史家によれば， ノーヴーには教

師 として働 いた男女が何十 人もいた という。

教育を受けたい者にはだれにもその門戸を開

放 したこの制度は一般の税収入によって運営

された。これは当時 としては画期的な考え方

であった。

宗教教育。ジョセブ`・ス ミスは，子供に宗
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教教育を施す責任は両親の双肩にあるという

「シオンに住める者の律法」(教 義 と聖約68：

25-28>を 心 か ら支持 していたが，教会がそ

の両親を支援 しなければならないことも承知

していた。末 日聖徒 の学校 では聖典 か ら読み

書きが教えられた。そのために も聖典や結婚

を若人の 目標 とす るキ リス ト教徒の原則 を唱

える公の説教集 などが刊行 されるようになっ

た。記録によれば，若者たちは 日曜 日の礼拝

に出席 し，個人的に行なわれる夜の祈 り会に

も参加 して教えを受 けていた という。カウデ

ィ・ホーガンは14歳 の時に， 「しば しば父親と

一緒に家か ら13キ ロ も離れたノーヴーの集会

に歩いて来ていた。そして主の僕たちの言葉

を聞 くのをとても楽 しみにしていた」 と記し

ている。同じ14歳 のメア リー ・ア リス ・キャ

ノンは，予言者の説教を何回 とな く聞いたと

いう。

ジ ョセブ ・ス ミスは， ヒーバー ・C・ キン

ボールの指導下に発展 した 「ノーヴーでの若

い男性め組織や若い女性の扶助協会」 を熱心

に支援 した。この会の発端 は少人数の普通の

討論会か らであった。 しか し週 を重ねるごと

に参加者が増 え，会場はだんだん大 きな所に

移っていった。ある時，予 言者の店の二階に

ある大部屋 で会が持 たれ，予言者が招かれて

若者たちに話 をした。彼は， この 「すば らし

い良 きわ ざ」 を推進 して きたキンボール長老

を讃え， さらに若者たちの善い行ないをほめ，

「あらゆる場での振舞い方 と彼 らの義務 を教

え，貧者救済の団体 を結成するよう勧めた。」

そして実際に，足の悪いひとりの兄弟のため

に基金 を集め，家 を建てるようお願 いした。

若人はそれに応 えて早速，組織 を作 り，役員

を選 出し， 月例の集会 を開いた。そ して教会

員，非教会員を問わず ノーヴーに住む30歳 未

満の男性や 「優 しく美 しい素敵な町 の女性 た

ち」に入会 を呼びかけた。
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若 い女性は大人の扶助協会に も出席 した。

1年 前に扶助協会の初めての集会が開かれた

時，出席者20人 に まじって3人 の十代の姉妹

が いたのである。

当時の神権活動にはほ とん ど教会の青少年

は参加 しなか った。年齢 ではな く考 え方の円

熟 さが前提条件になっていたか らである。 し

か し，数 多 くの青年が教会の役職 を立派に果

たしたこ とは皆 さんも御承知 の通りである。

オルソン ・プラッ トは18歳 で宣教師になった。

(教義 と聖約34章 参照)後 に若 くして十二使

徒 となったライマン ・ジョンソンも，20歳 の

時に伝道 している。15歳 でバプテスマを受け

たジョー ジ ・A・ ス ミスはシオンの陣営に加

わ り，その後18歳 で七十人第一定員会会員に

聖任 された。 ピー ター ・ホイッ トマー ・ジュ

ニアは，19歳 で8人 の見証者のひとりになっ

た。18歳 そこそこのダニエル ・タイラーは，

年上の同僚が挫折 したに もかかわらず，ひと

りで伝道 を完 うしている。ジョセブの弟， ド

ン ・カルロスは14歳 で神権 を受け， その年に

伝道 し，19歳 で大祭 司定員会会長になった。

エ ラスタス ・スノー は14歳 でバ プテスマを受

け，オハ イオ，ニュー ヨー ク，ペンシルベニ

アと広大な地域に福音 を宣べて回り，19歳 に

なる前にバーモン ト州で伝道を終えた。ウィ

リアム ・F・ カフー ンは17歳 の時に教師に聖

任 され， ジョセブ ・ス ミスの家族のホームテ

ィーチャー となった。

予言者の公けの席でなされた説教で残 され

た記録が少な く若人について言及 していると

ころもあまり多く見いだすことはできないが，

それで もほかの記録から予言者が若人を軽視

していなかったこ とはよ くわか る。ジョセブ・.

ス ミスは若人をこよなく愛した。若人 と交わ り，

若人を教 えた。 また若人のために学校 を建 て，

若人を啓発す る組織 を奨励 した。ジョセブ ・

ス ミスの模範は，それを如実に物語 っている。



「主 にあ っ て 不 可 能 な こ と はな い 」

H・ ダ イク ・ウォル トン

」

私 は・その道の専門家で 棚 で もなか った・
しか し こ の 小 さ な 部 屋 に い るレジー ， ロバ

ー ト
， チ ャー ル ズ ， そ して 地 方 部 長 の ドン は ，

い つ ば し くろ う と

少なくとも私が一端の玄 人であると思}ってい

る。彼 らは新 し く教会堂 を建て るために私の

助けが必要であった。私 もそのために派遣 さ

れて きたのである。

しか し，専 門家でもお手上 げの場合 もある。

必要な資金 を獲得す る確実な方法を知 りたが

っている彼 らに.私 は何 と答えればよいのだ

ろ うか。差 し当たって無難な方法は教会員の

献金であ る。 しか し，それだけで巨額の献金

を集め るこ とは無理だ という。少な くとも彼

らにはそ う思われた。金持 ちの人でも，かな

り厳しい生活を強いられていたか らである。

しかし私にはほかに方法は考 えられなかっ

た。私は こう言った。「とにか く，教会員から

お金 を出していただ くしか方法がないことは

確かです。」

彼 らは うなずいたが何 も言わなかった。そ

れでは問題の解決にはな らないことはだれも

が承知 していたか らである。
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そこで，私は さらに進めて話をした。「まず，

ここにいらっ しゃる皆さんが第一 に決心する

ことです。それ もかな りの金額 を出してもら

うしかあ りませんね。」

彼 らの表情か ら， ショックのほ どが うかが

われた。

「人は指導者の模範に従 うものです。自分

にできそうもないこ とを，人にお願 いす るこ

とはできません。皆 さんが決心すれば，主は

必ず助けて下さいます。綿密に計画 し，熱心

に努力すれば，何でもできます。」彼らは うな

ずいていたが， いくらか逡巡していることも明

らかであった。4人 のうちふた りはすでに退

職 し，ささやかな年金で生活 している身で あ.

り， ひとりは請負い，あ とのひとりは 日雇い

仕事 といった状態で，それぞれ少ない収 入の

中から家族 を養 っていた。

その集会が終ると， ドンがチャールズと一

緒に車で私をホテルまで送って くれた。私が

車か ら下 りると，チャールズが ドンに向かっ

て言った。「ここからはバスで帰 りますよ。ウ

ォル トン兄弟 と少し話が したいので。」

「いいです よ。それじゃ，次の集会に間に

あうように，7時 に また迎 えに来 ますので。」

ドンは笑顔でそう答えたが，それで も献金の

ことが頭にこび りついているのか，何 とな く

心配そうなまな ざしだった。

チャールズ と私はホテルのベ ランダの階段

を上って行 き，小枝 を編んで作った椅子に腰

をかけた。顔 をみると， これ までの身を削る

ような労苦の跡が見えるようである。私たち

は並んで腰かけ，椅子を揺す りなが ら通 りの

向こう側 に広がる緑の公園 とその背後に見え

るイン ド洋 をじっ と眺めていた。

やっとチャールズが口を開いた。「先程のお

金のことなのですが，私は毎 日一定の年金を

もらって暮 らしているだけで，ほかに収入の
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あてがありませ ん。体の状態 も決 してよいと

は言えず，毎 日妻 とふた りで支払いに追われ

ている次第で す。 正 直言って，私 た ちには

できそ うもあ りませ ん。 とて もこれだけの大

金を，いや それ以下でも無理だ と思います。」

私は これほど謙遜な人をここまで追いつめて

しまったことを後悔 した。そして自分の分担

さえ満足に払えない不 甲斐無 さを くや しく思

っているようだった。「ほかの人も私と似たりよ

っ.たりだと思います。こうした大事業 をす る

のは，私たちにはまだ早すぎるのか もしれま

せん。」彼は悲 しそ うに言った。

私は，チャールズの心の負担にな らないよ

うに何 も言わなかった。 しか し心の中では，

不可能を可能に した人々の努力の物語が記さ

れている歴史のひ とこまを思 い出 していた。

最：後に私はこう言った。「このことについて奥

さんとよ く相談 して，祈 って下さいませんか。



私 とかほかのだれか とかではな く， これはあ

なたと主 との問題です。」

チ ャールズは立ち上がって握手をした。小

柄で青 白 く，握った手の力 も弱々 しかったが，

目には誠意があふれていた。彼は階段 を下 り・

て，通 りを渡 っていった。恐ら く私の視線 を

背に感 じたのだろう。最後にうしろを振 り返

って大 き く手 を振 って去っていった。

私が自分 の部屋へ戻 ろうとす ると， レジー

がやって来て，私に手 を振 って車か ら降 りた。

若 くて屈強な彼は一気 にふたつずつ階段 を駆

け上って きた。それか ら彼は自分で細タ とし

ている仕事 のこ とや幼 ない子供 たちのことな

どにつ いて話 し， どのようにしたらそのチャ

レンジに応 えることが できるかまった く見当

がつかない と言った。

私は彼の肩 をつかんでこう言った。「そのこ

とについて家族 でよく話 し合い，そ して主 と

相談 して下 さい。皆さんは私のために教会 を

建てるのではあ りません。主のために建てる

のです。きっと主がその道 を備 えて下 さって

いるはずです。大切 なのは，あなたが気落 ち

しないことです。だれ も力以上のこ とを要求

した りは しません。」

レジーは急いでいた。それ以上私 は何 も言

う必要がなかった。私は， この指導者たちが

決心で きなければ，教会員に も応えて もらう

ことはできないと思 った。 レジーのことをあ

れこれ考 える暇 もな く，彼の うしろ姿がまだ

視 界か ら消えない うちに，ホテルの若い従業

員が電話だ と私 を呼びにきた。

電話はロバー トか らだった。彼は退職 した

元郵便局員で，体格 もよく，つい最近，教会

に改宗 したばか りである。彼はたどた どしい

口調で，電話 を通 してチャール ズが言ったの

とまった く同 じこ とを繰 り返 して きた。「わ

ずかな年金だけで……収入は決 まっています

し，……」

電話の場所がロビーのフロン トということ

もあって， まわ りには人が たくさんいた。私

はこんな場所でロバー トの収入を云々するの

はよくないと思 い， じっ と彼の言 うことを聞

いていたが，こっ一言申し上げた。「私のほか

にご相談なさる方がいらっしゃるのではない

ですか。」

しば らく彼は電話の向こうでだまっていた

が， こう言 った。「わか りました。それ じゃ，

集会 でまたお会 いしましょう。」

彼らが教会 と呼んでいる赤いレンガの小 さ

な建物には教会員が所狭しといっぱいに詰め

かけていた。窓 を全部閉めても，隣 りの家の

ラジオの音が壁 を通 して聞こえて くる。いつ

もと変わ りないごく普通の集会だった。前 日

の午後の出来事に もかかわ らず，地方部長や

副地方部長たちが新 しい建物のためにそれぞ

れチャレンジに応えて献金す ると発表 した時

も，私は別段驚かなかった。彼 らの話は短か

ったが，誠実 さにあふれていた。会員たちも，

努力 してやってみようとい う気になっていた。

翌 日，私は安心 してシ ドニーへ帰った。お

金は集まるだろう。建物は建つに違いない。

私 に残された仕事は，教会建築部の監督との

調整だけである。私は電報 でソル トレーク・シ

ティーにす ぐ監督 を派遣 して くれるように要

請した。

パースか らの最初の数週間の報告は，あま

りかんばしくなか った。献金はあったが，決

して十分 とは言えなか った。そこで私は，い

つになったら工事開始にこぎつけ られるか も

う一度 この 目で確かめてみようと思 ってパー

スへ行 くこ とに した。監督に，作る建物 もな

くパースで腕 をかかえてすわって いヂもらい

た くなかったこ とも事実である。私は ドンに

電報を打ち，それか ら1.週 間後に再びあの4
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人と会った。ところが今度 は皆，前になかっ

たほど興奮 しているのである。私 はどうした

のだろうか と考えてみたが，思い当たること

もな く，尋ねてみた。

「私はどのようにしたらチャレンジに答え

られるか見当 もつきませんでした。それでも

とにか く献金 しようと妻 と話 し合ってなんと

かやってみるこ とにしました。 その約束をし

た後ある農 園に仕事の交渉に行 った ところ，

す ぐに野生 の花の種を買って くれ ることにな

りました。西オース トラリア地方で とれる世

界で一番美 しい花の種です。幸運で した。そ

の農 園はアメ.リカの会社か らち ょうどその種

の注文 を受けたばか りだったのです。私たち

は土曜 日や仕事が終った後できる限 りの時間

をとって家族総出で種 を集め ました。そして

約束 した金額だけでな く，ほかに もた くさん

の恵み を受けることができました。資金作 り

は子供たちに とっては家族みんなの遠足の よ

うなものでした。以前には とても考 えられな

かったことも家族で計画 して実行できるよう

にな りました。」レジーは私たちをじっとみつ

めてこう言いました。「この献金によって私 た

ちは確かにた くさんの祝福 を受け ることがで

きました。」

次にロバー トにも報告 してもらった。ロバ

ー トは足を組み，にこやか な顔で身 を乗 り出

して話 し始めた。、

「レジー と同 じように，私 もどうしたらチ

ャレンジに応えられるか，まったくわか りませ

んで した。あの集会の前後，私は何度か主に

祈 りました。本 当に助けが必要だったのです。

その次の朝，私の ところに旧友か ら手紙が届

きました。息子 さんがこちらの大学 に入るの

で下宿 を捜している とい うことでした。我が

家は子供たちも皆結婚 して家を出ていますの

で，部屋が空いてい ました。その青年が我が
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家 に住むようになって もう2週 間たちました

が，お陰で家の中が本 当に明 るくな りま`した。

彼はまじめな青年で，一緒 に生活できるのを

とて も喜んでいます。 まだどこφ教会に も集

・ったこ とがありませんでしたが，最近は私 た

ち と一緒に教会にも来るようにな りました。」

「それで献金のことはどうな りましたか。」

ドンが 目を輝かせて聞いた。

「ああ，そうですね。彼のお父さんが，学

期始めにまとめて送 ってきました。それがち

ょうどチャレンジされた額 と同 じだったので

す。食事代の方は私たちに一 人，二人増えて も

たい して変わ らないんです。特に畑には野菜

も作っていますか ら。」彼はほほえんだ。私 は

喜びで胸が いっぱいになった。「お金が入った

ばか りか，生活に張 りが出て きたのです。」

それか らドンはチャールズの方 を向いた。

「あなたはいかがですか。」

「私 もどうしたらよいか わか りませんでし

た。主の家のために捧げる献金をどうやって

都合すればよいか，皆 目見当もつ きませんで

した。そこで私 も， 自分の問題 を主に話 し，

自分のチャレンジに応えられるように主の助

けを求め ました。.

あの集会のあ った翌朝，町の通 りを渡 って

いる と，荷台か らはみ出すほ どたくさんの材

木 を積んだ トラックが走ってきました。私は

あや うくその材木にぶつか りそうにな りまし

た。私だけじゃなく大勢 の人々が危ない 目に

あってい ました。材木の端に赤 い布 も結 んで

ないので，私は腹が立ってきました。家に帰'

る と早速警察署長に電話 しました。す ると法

令では赤布をつけることになっているが， ト

ラックに合 う適当な旗がないので，強制 もで

きず にいるという返事でした。」

チ ャールズははやる気持 ちを抑 えるように

大 きく息を吸って続けた。「今，私は妻 と一緒



に町中の赤い布 を買ってきて，それを法律で

定められたサイズに切 りました。妻が縫 い，

私が材木を結ぶ丈夫 な麻 ひもを通 しています。

トラック業者に数軒あたってみ ましたが，注

文に応 じきれないほどです。お まけに退屈だ

った毎 日が生 き生 きしてきました。ささやか

な商売ですが，建物が完成 したあ とも続けて

収入の足 しに したい と思っています。 もちろ

ん，約束は果たしました。 この次は もっと大

きなチ ャレンジに応えることが できると思い

ます。」チャールズは満 ち足 りた笑みを浮かべ

て椅子に深々 とすわった。それは単なる感謝

以上の ものであった。

次は ドンの番 である。

「あの資金獲得の話が出た翌週の月曜 日の

朝，早朝セールス ・ミーティングに出たんで

す。その後で，マネー ジャーが，在庫 目録 を

つけるのに正直者の適任者がみつか らないと

こぼ しているのが聞こえてきました。 そこで

私は彼の ところへ行って，妻 と上のふた りの

娘 と自分 を推薦 したわけです。最初の給料 を

もらいましたが，それがち ょうどチャレンジ

された額 と同じだったのです。6カ 月後には，

またたな卸 しがある予定ですので，その時 も

働 きたいと思 ってい ます。それか らもうひと

つ，私 たちの働 きぶ りが上 司の 目に とまって，

私は昇給 しました上に，次の昇進 まで約束 し

てもらえました。」

私は部屋の中の一人一人の顔 を見つめた。

だれ もが主の助けを得 て，約束 を果たした満

足感 をただよわせていた。たとえ自分には不

可能だ と感 じていたとして も，主にあって不

可能なことはないことをこれほ ど強 く感 じた

ことはない。あの忠実 な聖徒たちは見事従順.

と努力によってそのチャレンジに応えてくれ

た。そ して主は，天の窓 を開き， あふれんば

か りの祝福 を彼 らの上に注いで下 さったので

ある。
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クリスマスおめでとうございます

私たちの救い主,イ エス･キ リス ト様のお誕生 をお祝いする尊いクリ

スマスの時期になりました。

イエス･キ リス ト様御 自身の教会の会貝である私たちは,こ のクリス

マスの時期に,神 様に喜ばれるクリスチャン,ま たモルモンとして生 き

る決心 をしましょう。

そのためにも聖文 をよ く研究 し,現 在予言者の語られていることをよ

く学び,常 にみたまの声 を聴 くことのできる生活をしようではあ りませ

んか。

1980年 は 日本全土が天与のあふれる恵みを受けるすばらしい年 となる

ことでしょっ。

兄弟姉妹の皆様,よ り力強 く神の王国をこの 日本に築 くため,昔 のエ

ノクの町の兄弟姉妹たちと同 じように,一 つの心 になって天父に御奉仕

しようではあ りませ んか。

代表役員

菊 地 良 彦

榊 ←･十一 一

(

全 日本 の 兄 弟 姉 妹 の 皆 様 へ

去 る9月3日 か ら13日 まで来 日されたモルモン･タ

バナクル合唱団の 日本公演は,兄 弟姉妹の皆様の御支

援をいただき,す ばらしい成功 をおさめ ました。 ここ

に厚 く御礼 申し上げます。

代表役員 タバナクル実行委員長

菊 地 良 彦 中 村 武 史

レ
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伝道は,教 会 と世 の人々を強め る原動力です。かつてデ

ビッド･0･マ ッケイ大管長は｢教 会員は皆,宣 教師であ

る｣と いう言葉 をもって伝道の大切 さを説かれました。今

日でもそれは,末 日聖徒 の生 き方 を示す もの となっていま

す。今,こ こにその教 えを 日々,実 践 されている兄弟 を紹

介 したい と思います。

仙台でタクシー運転手をしている菊地利夫兄弟。彼のそ

のユニー クな｢ハ ン ドル伝道｣は,私 たちが どのような場

にあっても,福 音 を宣べ伝 えることが できることを示 して

下さっています。以下は菊地兄弟の証です。

で きる

ドル伝 道

仙台支部

菊 地 利 夫

2年 程前,試 練 と苦難の 日々の中で人間以

上の力を感 じ,神 様 の存在 を考 えるようにな

りました。以前か ら人間 らし く生 きたい と思

っていましたので,｢神 様 は人間が どの よう

に生 きることを望んでお られるのだろうか｣

と考えは じめました。 自分 なりに｢入 間 らし

く生 きよう｣と 努力 していたのですが,も う

少し何か具体的な生 き方を知 りたい という気

持 ちが強まってきました。 タクシー を運転 し

なが ら街を走っています といろいろな教会の

前を通 ります。教会 に行ってみようとも思っ

たのですが,ど この教会が正 しいのかわから

ず,仕 事を続けていました。そんな 日々が続

いた中で,ふ と気付 くと,自 転車に乗 った外

人のふた り連れに,最 近 よく出会 うのです。

1日 に5,6回 も見かけます。やがて教会の前

を走った時,彼 らが末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教会の宣教師であ ることがわか りました。

この外人連れによく出会うのは,神 様が｢あ

の教会へ行 ってみなさい｣と 導かれているの

ではないだろうか と思 うようにな りました。

ある晩,私 の家に戸別訪問の宣教師がふた り

お見えにな り｢末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会の宣教 師です｣と おっしゃった時は,｢こ

れが真実の教会で,神 様は私 をそこへ導かれ

た｣と 直観的にわか りました。宣教師が若い

b

P

46



∠シ

o
.真季

コ聖孝マ2?辞(ゴ窪)q黛,)累卑･A冒曇一⊃1

({マo(凋2η`(4壱つし(魅へ)婁甲μ難断
。羊
一季勲鐸2ムへ払γ量(外91γ雲易`･(ミラ叩

〉甲(}⊃1々Y(彦η:(ゴ窪)つ翌妥車(を畢(｣〉し

⑪`2母難歯(〃車者`(魂塁由=窪`鼻;矧者`4

率。享準婁).し遙〉多躍々Y>身M里1卑･へ昂

つ鞘習!`鳶!ソ§昆窪(〃黎亘吾≧}`)一こ>qT2埠腐

`4↓準･へ》TLと凹尋婁重1手吾管輩母謡蟹削

｢1半`(ゴ4}し身コ1営サ〕陸。4つ準q緊営圏年

書丸へ9ココ中(〃昆峯`別胆鷺身昂コ1首等〕狭
。
.←罫A量｢　q4もへ).毛1塾ゆ1(虞～孝｢耳繧少管

£払コ愚目｣4つ･4弔尋纂F盤(∠)蔓目`}4｣臥)

厚羅詳率詳準。4払払ら日畜峰4塊iiξ蔓…ψコ寧1

コ(44γ§魯窪丸へ呈`}4享率丈A留2【ハ身【ヘマ

しア(4`別車⑫享×a一喜,)準搬考ξ皐,)一ぐ

44(〃尋叫。.喜弘｢⊃1中(〃蜀獲｣寧1⑦9発〉

冒曇一。↓劉へ発秘発iiξ建`軍1牟日管4･4遅[劉

瓢)!y習奏4耳!`を牟04弘(〃壬腱`･へ弓4マン

自⑦異窪Q↓弘(〃撃昂←ア?･へ)つ易｢ξ國

ヨ1呈｣弘中(〃一ぐ44弘?準Q享準くへ}つ⊃19

アー創呈呈孝･44し(孝輩←24懸目)(一丁⊃櫃主章

)つを。事準q》コ具臣孝｢》呈当)免｣`鳶率(〃

｢こ>4(〃…望遙｣罪1》`6昂⊃{蔓十立写ゆ勲詳η

老`44∩翠【へ)､つつ蛋窪孝ぐζ壬寧1[嘩書

。喜峯白畢(外字尋吾

匂口i看尋照号(〃ミヲ聯(〃話覚･き孕話(〃難申孝⊃1γ§

暑`弘⑦身穿･4彙⊃1車(〃挫,)!y蟄母々Y母←

ア(〃コ寧1…ξ。.喜翠つ揖阜コ｢Y(髪･へ｣レA犀半尋

･〕'困)【へし⊃{苗皿(〃潟2益`)丸へ躍年4辞臼昂

〉;L⊇IY箪壱翼≧彰｣こγ準o.宴準･ヘミラ阜Ol｢γ

さ宙窪いうマ4｢肖身(〃?ン尊)つ〔刈↓倖辞阜)

勲(孝孝しを窪`,)くまつr缶4蚕箪辞(〃瀞士4

婁コ1辺郵｣。享準婁)し牽(}｢Y管･魅字･〈}御

缶⊃IY箪｣`む｢Y?(払4マ=4し些と)一り酵鍵

`弘く卍4r}μ弔辛(〃謡痔H…罫漁
｣･字2｢Y管

･へ).q母易…孕章(〃魁肇払く7`)一〆1蕪或尋4r-

4×･〈Eぐκ･ミ｣つ･4つ。幸率･A(}zンY管

･へ).し碁尋蛸凶1ソ身(4(}。↓準穿(ゴコ》し遙

〉ア4々年受(ぎ(∠)つ･團⊃1皐盟`･字マYいへ二～

｢↓弘くを壬×白〃(き挫｣o喜準辞(ゴコ)し…些

γ§>4`遅々卑4し阜孝…極レ朋垣曾身⊃1菖》

聯`*奏kQ4つ準婁}(ン酵姦4士難(〃難昆曾

管〉)(ン遙`(ゴ4》(ン昂⊃匹ア9量?｢･へ号

曳へ}〔済(4⊃1葬辞§匠⊃1士塾蚕(〃一ぐ〃〃孝推｣

`コ(潔4⑫享尋耳傷洋1…5-。4つ峯塁)し準騨4

`4羽i当いへぞ←アマ喜峰畢畳に1zγY(〃コ`,)

⑦.喜準婁》し毒遅〃Y(〃軍♪YO乙日.一`写に1一

ぐ〃604つ準郵)γ4寂コ亘塗¢マコ(〃輩昇

`翻⊇ムA)一7集マ49(ン畔(〃管q).辞臼マ鋤

4∫旦埋に1挫｣⊃1(～撃マ?.創蛋男。喜,)｢吸(ぎ払

9･4(駆へ).つ[彰)壷畢=～コ㌧A母9:準4つ⊥⊃IY

秘号等(〃魁宰1三E`凋).〉尋弘辞を`〔凛(ぎ》マ

劉4沼卑(髪(4).し鷺胆コ(圏4(を勲=～コ蟹母り

老4Y`寧川=～コ9摯=γq鯉[4…年｣掌1りを

。卒

寧(星(郵¢@竈4し轍⊃トワ･⊃1躰`釦詳γ袈母融

く}4a。享罫唱fマ←.9詳(〃〉毛髪)一甲)し

尋=),噸〕鶏耳㌧4zγY･へ身辞[自'著雌尋辞コ。↓

寧q量?管望4(4射当いヘマ｢(へ4n吾(ゴ[彰

辞母の量(〃ココ々Y(〃〉多=～し阜。q身遷つ

申劉》(へ)つ孝呈1事(〃､o量4勲誹沓目｣⊃震､

願(ρ･㍗?〉》婁辞⊃1暴畔し蒔尋卑舅弔(〃話覚

。マつ峯q身⊃1営等〕難`勲碁蓼ム×ム乙さ/
,)

中(〃辺:量)4･ぎ。マ｢準婁畢(4墨き4･ワ･`辺虞

Q塁し割臼･字蝉〕薙耳`44つ準丈へ}q劉尋･4

則1⊃16尋{タ目Q尊つ準η4茸孝･り9｢44し

勉)⊆老〔星勲し･著｣寧{鋼鐸γ漁孕孕量(〃鼎巌
`昇胆
,)｢ら日目(〃:弔Y｣⊃燦レ。4つ冠).ら日影dヨ黛

》;～寧レ(×ん4`44つ準ミ騨ぞ(ンア臼払(〃

.
鳥

φ



恐竜研究の世界的権威

ジエームズ･A･ジ エンセン兄弟に聞く

世界最大の恐竜を

発掘!
ア メ リ カ･コ ロ ラ ド州 に て

恐竜研究の世界的権威 として知 られ るブ リガム･ヤ ング大学のジェームズ･

A･ジ ェ ンセン兄弟(脊 椎古生学博士)が 日本 テレビの招 きで去 る10月22日 ,

来 日しま した。 ジェンセン兄弟はこれ まで南極大陸 をは じめ,3つ の大陸 を

探険 し,数 多 くの化石 を発掘 しています。 この夏 も,コ ロラ ド州で世界最大

の恐竜(全 長24m,体 高18m)を 発掘 し,そ の長 さ約3メ ー トル もあ る肩甲

骨の化石 を持って来 られたのです。

来 日の 目的は,11月17日 放 映された 日本テレビの番組,土 曜 スペシャル｢決

定版,恐 竜のすべて｣に 出演す るためで した。

滞在中,東 京 ステーキ部 センターでも講演が持 たれ,古 生物 の謎 を知 ろう

と集 まった多 くの人々の興味 をか りたてました。

私 たちはジェンセン兄弟の忙 しいスケジュールの合 い間をぬって宿泊先の

ホテルに彼 をたずね,い ろいろお話 を伺 ってきま した。

以下はそのインタビューの内容です。 r

本誌記者:恐 竜の研究をは じめ られた動機は

何でしょうか。

ジェンセ ン兄弟:子 供の頃か らいろいろな石

や植物を集めることが大好 きで した。やが

て大 きくなって,古 生物の化石 を集め るに

いたり,そ の関心がますます高まっていき
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ました。言 うなれば,子 供の時からの興味

がそのようにさせ たのでは と思います。

本誌記者:恐 竜の研究 をは じめられて どの く

らいになりますか。

ジ ェンセン兄弟:25年 前,自 分の手で発掘 し

たものを研究 したのが最初 です。現在はブ

又
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